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唐、

張

九

齢

の

墳

墓

と

そ

の

墓

誌

銘

ー
広
東
省
詔
関
市
近
郊
の
唐
代
壁
画
墓

l

問

i宥

敬

一

、

ま

え

が

き

一
九
五
八
年
の
冬
、
広
東
省
紹
関
市
の
西
北
知
で
、
時
店
、
開
元
代
の
宰
相
張
九
附
の
慕
と
っ
た
え
る
も
の
の
州
市
一
室
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、

一
九
六

O
年
の
七
月
、
広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
と
華
南
師
範
学
院
歴
史
系
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
基
室

ω調
査
が
行
わ
れ
た
。
内
部
は

す
で
に
盗
掘
に
あ
っ
て
は
い
た
も
の
の
、

い
ま
だ
三
十
三
件
に
の
ぼ
る
副
葬
品
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、

張
九
附
の
た
め
に
か
か
れ
た
墓
誌
銘

が
発
見
せ
ら
れ
、
ま
た
噂
築
の
墓
室
の
壁
に
は
四
神
や
人
物
像
な
ど
の
壁
画
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
の
こ
っ
て
い
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
張
九
齢
は
詔
州
出
身
の
進
士
で
玄
宗
の
閲
一
克
年
聞
に
申
書
令
と
な
り
、
晩
年
荊
州
長
史
と
し
て
残
し
た
る
の
の
、
嶺
南
第

一
級
の
人
物
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
地
域
に
は
、
そ
の
後
長
’
腿
三
年
（
八
二
三
年
）
に
石
仰
が
た
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
米
の
欧
陽
術

の
『
集
古
録
践
尾
』
や
趨
明
誠
の
『
金
石
録
』
な
ど
に
も
す
で
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
腫
代
、
修
一
誌
が
加
え
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
だ
も

の
ら
し
い
。

わ
が
国
の
学
者
、
伊
東
忠
太
陣
士
は
、
明
治
の
末
年
に
す
で
に
、
招
州
を
お
と
ず
れ
、
そ
の
墓
域
に
石
献
の
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

近
年
、
唐
代
の
都
、
長
安
に
あ
た
る
西
安
市
の
近
郊
で
附
腐
の
墳
墓
の
発
見
さ
れ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
県
富
な
刷
非
同
川
、
ま
た
市
雌
な
壁

両
、
ま
た
出
土
の
墓
誌
の
あ
る
も
の
に
は
、
ゆ
く
り
な
く
も
広
東
省
の
一
角
で
発
見
さ
れ
た
唐
・
張
九
齢
基
と
参
照
す
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。

唐
、
厳
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
慕
誌
銘
（
附
崎
）

四
ヨ工



底
、
張
九
齢
の
墳
誌
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

四
ノ、

ζ

こ
に
張
九
齢
基
の
構
造
、
壁
耐
よ
り
は
じ
め
、
そ
の
墓
誌
銘
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
に
附
随
し
た
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註

1
、
広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
、
華
南
師
範
学
院
朕
史
系
「
時
間
代
張
九
齢
基

発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
六
一
年
第
六
期
）
一
九
六
一
年

2
、
大
村
西
箆
『
支
那
美
術
史
彫
塑
編
』
六
一
一
六
頁

一
九
一
五
年

二

、

張

九

齢

墓

の

構

造

と

出

土

の

遺

物

外
部
の
施
設

一
九
六

0
年
度
の
調
査
で
は
、
残
念
な
が
ら
外
部
の
施
設
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

大
村
西
崖
の
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』

t乙、

張
九
齢
の
墓
は
広
東
曲
江
県
羅
原
村
に
在
り
。
石
獣
二
あ
り
。
残
駿
全
か
ら
ず
o
山
川
…
時
間

と
記
し
て
い
る
Q

羅
源
村
は
現
在
の
広
東
省
部
関
市
西
北
郊
羅
源
洞
山
の
麓
に
あ
た
る
。

長
慶
三
年
七
月
十
二
日
た
て
ら
れ
た
紳
は
象
額
に
、

「
唐
尚
書
右
丞
相
中
書
令
張
公
仰
」
と
記
さ
れ
、
文
は
鎖
南
節
度
使
の
徐
浩
の
掛
川
に
か

か
る
。
こ
の
中
に

墳
埜
在
西
北
去
此
三
百
四
十
有
四
歩

と
あ
り
、
墓
よ
り
か
な
り
は
な
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
張
九
齢
の
弟
の
張
九
皐
は
天
宝
十
四
載
（
七
五
四
年
）
即
日
し
た
が
、
お
な
じ
く

長
慶
三
年
た
て
ら
れ
た
そ
の
神
道
抑
は
文
献
基
（
張
九
齢
基
）
に
あ
り
と
い
う
o

広
東
通
志
竺
金
石
略
に
よ
る
と

謹
案
碑
。
為
明
嘉
靖
重
立
。
然
今
亦
亡
突
。

と
い
っ
て
い
て
、
今
日
そ
の
糾
の
所
在
を
あ
き
ら
か
に
せ
ず
、
金
石
学
の
著
録
に
よ
っ
て
そ
の
文
を
向
う
外
は
な
い
。

封
則

1
、
こ
の
碑
を
も
っ
と
も
早
く
著
録
し
た
の
は
、
宋
代
の
欧
陽
衛
『
集
古
録

政
属
』
で
あ
る
。
そ
の
後
勝
代
修
補
を
へ
た
が
、
銭
大
析
が
乙
末
の
夏



山
江
で
工
を
募
り
碑
を
拓
本
に
し
て
精
装
し
た
が
、
文
多
く
剣
縦
し
て

い
た
と
い
う
。
本
稿
で
は
四
部
議
刊
本
「
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
」

附
録
に
の
せ
る
も
の
に
従
っ
た
。

2
、
お
な
じ
く
欧
陽
締
『
集
古
録
殴
尾
』
に
耕
録
さ
れ
て
い
る
。

内
部
構
造

墓
室
は
埠
築
で
あ
る
。
（
出
m－
－
）
埠
（
れ
ん
が
）
に
は
長
方
形
、
長
方
万
形
、
長
方
梯
形
の
三
形
式
が
あ
り
、

長
方
万
形
の
も

の
が
、
寄
鶴
状
天
井
を
つ
く
る
に
用
い
ら
れ
る
。
埠
に
は
文
様
は
な
い
。
中
に
青
色
の
勅
の
か
か
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
長
方
形
の
も
の

は
長
さ
三
七
セ
ン
チ
、
幅
一
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
の
も
の
。
長
さ
三
七
セ
ン
チ
、
幅
一
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
の
も
の
。
長
・
ζ

三

二
セ
ン
チ
、
幅
一
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
の
も
の
の
三
種
、
長
万
万
形
の
も
の
は
長
占
三
二
七
セ
ン
チ
、
幅
一
六
セ
ン
チ
、
厚
E
一一

1
入

セ
ン
チ
を
は
か
る
。

墓
室
は
方
向
一
二
五
度
、
玄
室
（
報
告
に
い
う
墓
室
）
と
羨
道
（
通
道
）
と
耳
室
の
三
部
分
よ
り
な
る
υ

耳
室
と
羨
道
の
部
分
に
は
埠
を
斜

行
し
て
組
合
せ
て
し
き
、

玄
室
で
は
入
口
の
墓
誌
銘
の
お
い
で
あ
る
部
分
を
の
ぞ
き
、

縦
横
に
し
い
て
い
る
。
玄
室
は
長
さ
四
・
八
ニ
メ

1

ト
ル
、
は
ば
四
・
八

0
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
正
方
形
。
高
さ
は
五
・
三
五
メ
ー
ト
ル
。
頂
部
は
湾
慌
状
を
な
す
。
基
室
の
中
央
に
．
勾
を
つ
み
か
さ

ね
た
長
方
形
の
棺
床
が
あ
り
、
上
に
棺
を
お
い
た
。
棺
の
長
さ
は
一
・
七

0
メ
ー
ト
ル
。

耳
室
は
羨
道
の
入
口
（
封
門
）
ち
か
く
の
左
右
に
あ
り
、

一
は
長
さ

0
・
五
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
0
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
0
・
三
三
メ

I
ト

ノレ、

一
は
長
さ
0
・
五
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
0
・
八
一
メ
ー
ト
ル
、
高
・
5
0
・
三
三
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
羨
門
（
封
門
）
は
下
部
は
増
を
人
字

形
に
な
ら
べ
、
上
部
に
水
平
に
つ
め
て
ふ
ち
い
で
い
る
。

玄
室
か
ら
羨
道
の
壁
は
石
灰
を
一
セ
ン
チ
の
あ
っ
さ
に
は
っ
て
表
面
を
と
と
の
え
て
い
る
。
そ
の
上
に
は
墨
で
壁
闘
の
線
描
を
か
き
、
間
々

紅
朱
や
緑
彩
が
あ
る
。
す
で
に
剥
落
し
た
部
分
が
多
く
、
今
日
み
と
め
ら
れ
る
の
は
左
の
如
き
も
の
だ
と
い
う
。

〔
羨
道
左
壁
）

侍
女
麟
桃
図
（
第
2
図）

ハ
玄
室
前
右
壁
〕

侍
女
身
部

唐
、
張
九
備
の
墳
裟
と
そ
の
纂
誌
銘
（
岡
崎
）

四
七



唐
、
張
九
齢
の
墳
議
と
そ
の
落
誌
銘
（
岡
崎
）

四
八．

広東市紹関Tli,J;lf・張九働基の菜室の榊浩（27は慕誌）Fig. 1. 



〔
玄
室
左
堕
〕
背
龍

壁
画
の
性
質
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

出
土
の
遺
物

報
告
で
は
中
国
式
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

い
ま
こ
れ
に
従
う
。
《

》
ぞ
つ
け
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

陶

器
《
四
耳
青
勅
陶
擁
》

四
個
、
二
型
式
。

－
式
三
個

表
面
に
は
青
色
透
明
勅
が
あ
っ
く
か
か
っ
て
い
る
。
滋
表
に
「
人
」
等
の
字
が
あ
る
。
通
高
一
一
セ
ン
チ

t
一
二
・
五

セ
ン
チ

2

E
式
一
個

形
は

I
式
に
同
じ
で
あ
る
が
、
口
縁
部
に
ま
い
た
一
線
が
あ
る
3

育
黄
不
透
明
の
紬
が
か
か
っ
て
い
る
。
高
ぷ
ニ

O
セ

ン
チ
。
口
径
一

0
・
五
セ
ン
チ
。

《
六
耳
黒
瀬
陶
櫨
》

イ固

高
さ
二

0
セ
ン
チ
。
口
径
一
ゴ
了
五
セ
ン
チ
。

《
青
黄
紬
陶
盆
》

イ間

高
さ
九
セ
ン
チ
。
口
径
二
四
・
五
セ
ン
チ
。
盆
は
大
形
の
鉢
に
あ
た
る
。

四

《
育
勅
陶
碗
》

一
個
、
高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
。
口
径
一
八
セ
ン
チ
3

前
者
の
小
形
品
。

五
《
青
黄
勅
－

m陶
碗
》

個

高
さ
四
・
二
セ
ン
チ
。
口
径
一
一
・
五
セ
ン
チ
。

占

ノ、

《
青
紬
陶
4
a
v

一
個
丸
底
の
浅
い
碗
で
あ
る
。
高
さ
三
セ
ン
チ
。
口
径
一
三
セ
ン
チ
Q

滑

石

製

品
《
滑
石
盆
》

六
個

高
さ
ニ

t
ニ
・
五
セ
ン
チ
。
口
径
一
五

t
二
八
セ
ン
チ
。
浅
い
皿
で
あ
る
。

《
滑
石
碗
》

一
個
高
さ
七
・
四
セ
ン
チ
。
口
径
一
五
・
五
セ
ン
チ
。
腹
部
に
段
が
あ
る
。

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

四
九



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

五。

陶

硯
《
陶
硯
》

一
個
先
端
が
丸
く
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
風
字
硯
で
あ
る
。

（第
4
図
）
二
足
あ
り
、
表
は
み
が
か
れ
て
お
り
、
墨
誼
が
あ

る
。
長
さ
二

0
・
五
セ
ン
チ
。
は
ば
一
入
・
三
セ
ン
チ
。
高
さ
五
セ
ン
チ
。
底
に
「
極
」
の
一
字
が
線
刻
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
握
は
張
九
、

齢
の
子
、
張
極
の
名
と
考
え
ら
れ
る
。

銅

製

品
一
、
《
銅
鏡
》
（
盤
龍
鏡
）

イ固

現
在
破
片
の
一
部
を
の
こ
す
に
す
ぎ
な
い
が
、
龍
脚
と
雲
文
が
あ
り
、
唐
鏡
中
の
い
わ
ゆ
る
盤
龍
鏡
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

（第
3
図
）
円
鏡
で
、
復
原
径
二
三
セ
ン
チ
。
梅
原
末
治
博
士
の
教
一
店
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
と
ほ
と
ん
ど
同
一
構
図
の
完
形
品
（
た
だ
し
花
形
縁
）
が
京
都
、
藤
井
有
隣
館
に
あ
る
と
い
う
。
唐
鏡
と
し
て
優
秀
品
の
部
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
《
開
元
通
宝
》

五
個
J

背
廓
の
縁
上
一
一
健
月
が
あ
る
。

玉

製

品

一
、
《
玉
楓
飾
》

七
個
。
五
角
形
の
も
の
一
、
浪
形
の
も
の
一
、
半
月
形
の
も
の
二
、
雲
形
の
も
の
三
Q

長
さ
六

t
ニ
・
五
セ
ン
チ
。
は

ば
三

t
一
セ
ン
チ
。
厚
き

0
・
五
セ
ン
チ

t
0
・
四
セ
ン
チ
。
表
面
に
文
様
は
な
い
が
小
孔
ぞ
う
が
っ
て
装
着
に
便
に
し
て
お
り
、
革
帯

な
ど
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

銀

製

品
一
、
《
銀
楓
具

V

f回

長
さ
七
・
五
セ
ン
チ
。
は
ば
0
・
八
セ
ン
チ
。
厚
さ
0
・
二
セ
ン
チ
の
剣
形
品
Q

先
が
円
く
な
っ
て
い
て
、
用

途
、
が
明
ら
か
で
な
い
。

鉄

製

品



一
、
《
鉄
釘
》
（
棺
釘
を
ふ
く
む
）
台
十
二
個
。
最
も
長
い
も
の
で
一
九
セ
ン
チ
。
短
い
も
の
で

0
・
五
セ
ン
チ
を
は
か
る
。

石

製

品

一
、
《
墓
志
》

一ムロ

誌
と
蓋
の
二
石
よ
り
な
る
。

（第
1
凶
）
誌
石
は
長
さ
八
五
セ
ン
チ
。
は
ば
入
三
セ
ン
チ
。
厚
さ
一
五
セ
ン
チ
。

葦
石
は
長
さ
八
六
・
五
セ
ン
チ
。
は
ば
八
三
セ
ン
チ
。
厚
ロ
一
八
セ
ン
チ
を
は
か
る
。
蓋
上
に
は
文
字
が
み
ら
れ
ず
、
四
万
の
斜
辺
上
に

十
二
生
肖
を
陽
刻
し
て
い
る
。
墓
誌
の
銘
文
は
二
百
七
十
六
字
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
輩
に
の
ベ
る
。

出
土
遺
物
は
、
滑
石
盆
四
個
、
滑
石
碗
一
個
、
青
細
小
陶
碗
一
個
が
玄
室
前
端
左
端
に
あ
っ
て
、
う
と
い
て
い
な
い
の
を
の
ぞ
く
と
、
そ
の

他
の
遺
物
は
み
な
現
位
置
を
う
と
い
て
い
て
、
墓
誌
も
誌
益
と
も
に
は
な
れ
て
い
た
。
図
（
明
，
Fm・
－
）
に
一
出
す
も
の
は
墓
誌
を
あ
は
せ
原
位
置
を

復
原
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
部
掘
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
彩
や
明
山
市
泥
象
破
片
の
類
は
見
出
、
）
U

れ
ず
、
制
査
者
も
指
摘
し
て
い
る
や
う

に
墳
墓
の
構
造
に
比
し
て
出
土
遺
物
の
貧
弱
な
こ
と
は
お
お
い
が
た
い
。

こ
の
原
因
と
し
て

歴
代
盗
掘
を
へ
て
、
比
較
的
質
の
よ
く
な
い
も
の
が
の
こ
っ
た

2

過
選
葬
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と

3

張
九
齢
の
晩
年
は
失
意
の
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

註

1
、
「
蔚
代
張
九
齢
来
発
旧
制
筒
報
」

（
前
掲
）

墓

室

の

壁

画

に

つ
い
て

玄
室
お
よ
び
羨
道
の
噂
壁
の
上
に
、

一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
あ
っ
さ
に
、
石
灰
土
（
漆
喰
）
を
ぬ
り
、
上
に
墨
で
線
を
か
き
間
々
紅
朱
や
緑
彩
を

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

五



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

五

用
い
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
如
く
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
剥
落
い
ら
ぢ
る
し
く
、

そ
の
大
部
分
を
失
っ
て
い
る
が
、
羨
道
の
左
壁
、
玄
室
の

前
右
壁
、
左
壁
に
わ
ず
か
に
も
と
の
姿
を
の
こ
し
て
い
た
。

羨
道
の
左
壁
に
あ
た
る
も
の
に
「
侍
女
蝿
桃
図
」
（
第
2
図
）
と
報
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
模
写
に
よ
っ
て
み
る
と
、
左
は
高

警
の
婦
人
で
手
に
伺
も
の
か
を
も
っ
と
こ
ろ
で
み
の
ろ
う
。
右
の
人
物
は
頭
部
お
よ
び
下
身
部
を
か
い
で
い
る
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
大

き
さ
か
ら
い
っ
て
む
し
ろ
男
で
あ
ろ
う
。
手
を
あ
わ
せ
て
い
る
ゃ
う
で
あ
る
。
そ
の
左
背
後
に
あ
る
の
は
桃
木
で
、
実
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
男
女
と
も
に
右
に
む
き
、
侍
者
の
姿
を
お
も
わ
せ
る
。
玄
室
の
前
右
壁
は
「
侍
女
身
部
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
羨
道
左
壁
の
婦
人
は
、

模
写
か
ら
み
て
も
、

い
か
に
も
ふ
く
よ
か
な
盛
唐
式
美
人
で
あ
る
。
玄
室
左
壁
に
「
青
龍
」
が
え
が
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

一
般
に
青
龍
の
み

え
が
か
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
少
く
と
も
そ
の
対
す
る
右
壁
に
は
「
’
H
虎
」
が
か
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
の
こ
る
。

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
広
東
省
の
一
角
に
、
盛
唐
の
壁
画
墓
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
近
年
、
中
国
の
各
地
で
唐
代
の
墳
墓
が
発
掘
さ
れ
、
な
か

に
壁
画
の
あ
る
も
の
も
少
く
は
な
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
張
九
齢
墓
の
み
、
は
る
か
に
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
調
査
報
告

さ
れ
た
も
の
を
整
理
し
て
、

そ
の
完
容
を
う
か
が
い
、
張
九
蹄
墓
の
も
の
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

別
表
が
、
そ
の
分
布
お
よ
び
内
容
の
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
陳
西
省
、
西
安
市
近
郊
と
山
西
省
太
原
市
近
郊
に
集
中
し
て
い
る
。

唐
墓
の
発
見
は
各
省
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
少
く
と
も
都
で
あ
っ
た
長
安
と
別
部
で
あ
っ
た
太
原
近
郊
に
壁
尚
基
が
行
れ
て
い
た
こ
と
は
判
然

の
こ
と
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
年
代
で
い
え
ば
、
総
意
元
年
（
六
六
八
年
）
現
し
、
同
年
夫
人
鄭
民
と
と
も
に
葬
ら
れ
た
李
爽
の
基
は
古
い

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

隈
西
省
西
安
市
羊
頭
鎮
、
李
爽
墓

地
下
ふ
か
く
に
土
壌
を
ほ
り
、
窮
薩
状
の
天
井
を
も
っ
単
室
、
羨
道
の
あ
る
増
室
基
で
、
斜
め
に
上
る

墓
道
の
左
右
に
小
寵
が
あ
る
。
す
で
に
盗
掘
に
あ
っ
て
い
た
が
、
鏡
三
面
、
白
輩
、
青
空
、
主
円
硯
の
ほ
か
、
陶
伺
実
に
二
百
十
二
個
が
出
土
し
て

い
る
。
壁
画
は
羨
道
と
玄
室
に
え
が
か
れ
る
。
玄
室
の
奥
壁
（
北
壁
）
に
は
左
よ
り
、
筒
を
ふ
く
女
、
排
績
を
ふ
く
男
、
坪
盤
を
も
っ
女
、
小
壷
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府
間
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
議
誌
銘
（
岡
崎
）

玄
四

を
ち
つ
女
の
四
人
を
か
く
。
西
壁
は
右
ょ
う
童
女
、
ち
の
を
ち
つ
女
、
げ
沖
盤
を
も
っ
女
、
男
（
身
部
欠
）

の
四
人
を
か
く
。
東
壁
は
右
ょ
う
一
周
を

も
つ
女
、
払
子
を
も
っ
丹
、
県
筒
を
ふ
く
男
、
花
ぞ
献
げ
る
見
の
四
人
を
え
が
く
。
人
物
の
高
、
ロ
は
一
・
一
一
一
l
l
一
・
五
メ
。
l
ト
ル
が
品
川
町
通
で
、

人
物
を
柱
聞
に
お
さ
め
て
い
る
。
こ
の
柱
聞
は
木
造
建
築
の
枠
組
を
－
つ
つ
し
て
い
る
の
は
注
意
す
、
へ
き
で
あ
ろ
う
。
茨
道
の
西
援
に
は
左
よ
り

し
ゃ
く
仲
仰
を
ち
つ
男
、
緑
の
上
衣
、
紅
の
上
倒
ぞ
き
る
女
の
二
人
が
お
り
、
東
壁
で
は
右
よ
り
仕
切
を
も
っ
男
、
借
切
を
も
っ
女
の
二
人
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
人
物
を
み
る
と
楽
人
や
ち
の
を
さ
さ
げ
る
侍
者
、
侍
女
で
あ
っ
て
、
明
器
泥
象
（
陶
伺
）
に
み
る
ち
の
と
軌
を
一
に
す
る
。

険
西
省
長
安
県
南
里
主
村
、
掌
洞
基

ヰ
洞
は
市
山
・
本
民
の
一
円
の
一
人
で
、
か
れ
の
姉
は
有
名
な
唯
一
隔
で
あ
る
。
ホ
后
の
存
政
巾
で
み
の

る
如
意
元
年
（
六
九
二
年
）
残
し
、
神
龍
二
年
（
七
O
八
年
）
埋
葬
さ
れ
た
。
本
后
が
殺
さ
れ
る
と
、
容
宗
は
本
耐
の
ハ
ス
の
玄
貞
、
そ
の
兄
の

淘
の
苧
伊
、
平
夷
し
た
州
一
程
と
い
う
か
ら
、
か
れ
の
墓
は
よ
く
助
か
っ
た
も
の
で
あ
る
o

そ
れ
で
も
そ
の
誌
の
上
に
は
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
に
五

メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
ほ
り
か
え
し
た
跡
が
み
ら
れ
た
。
強
室
は
土
岐
の
中
に
、
湾
篠
状
の
天
井
を
4
0
つ
玄
室
・
茨
室
の
ニ
室
を
そ
な
え
た
埼
宝

基
で
、
斜
め
に
土
る
沖
地
道
に
は
、
左
右
ニ
ケ
づ
つ
の
小
寵
が
あ
る
。
明
器
の
陶
何
の
多
く
は
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
。
玄
室
に
は
家
形
の
石
榔
が

あ
る
。
こ
の
上
に
は
坊
や
盤
を
も
っ
男
、
壷
や
袋
を
色
つ
女
、
小
鳥
を
も
っ
女
が
線
刻
・
3
れ
て
お
う
、
そ
の
上
辺
絡
挟
間
に
は
白
虎
、
青
龍
の

線
刻
な
ど
を
配
し
て
い
る
。
人
物
は
線
刻
で
あ
る
が
、
後
の
壁
尚
に
み
る
衣
裳
、
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

控
州
は
川
一
で
線
を
か
き
、
土
米
、
土
総
で
う
ず
め
ら
れ
て
い
た
。
刊
地
道
で
は
、
上
部
に
大
き
な
斗
供
を
か
き
、

下
段
に
柱
を
か
く
3

住
と

柱
と
の
聞
に
は
、
東
壁
北
段
に
青
龍
、
南
段
に
朱
雀
、
西
壁
北
段
に
は
白
虎
、
南
段
の
朱
雀
、

い
わ
ゆ
る
聞
神
が
か
か
れ
て
い
た
。
墓
門
の
上

部
に
は
報
告
者
の
い
う
「
楼
閥
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
屋
根
に
鶏
尾
の
つ
い
た
木
造
建
築
物
で
、
正
面
五
問
、
寺
院

ω金
堂
に
も
な
り
う
る
形
で

あ
る
。
羨
道
（
前
室
尚
道
）
は
剥
緋
は
な
は
だ
し
く
北
段
お
よ
び
天
井
両
墜
に
僅
か
に
足
の
部
分
が
十
個
の
こ
っ
て
い
る
。
談
室
の
壁
削
も
完

全
で
な
く
、
問
躍
の
上
部
に
長
方
形
の
杭
子
を
か
き
、
そ
の
中
に
、
花
弁
成
魚
を
か
き
、
下
部
に
は
草
花
樹
木
が
か
い
で
あ
っ
た
。
玄
室
へ
の

通
路
（
後
室
前
道
）
で
も
剥
落
が
ひ
ど
く
、
頂
部
に
か
か
れ
た
雲
鶴
が
比
較
的
、
完
整
な
も
の
で
あ
っ
た
。
玄
室
（
後
室
）
は
四
隅
に
柱
を
か



き
、
上
端
に
斗
扶
を
え
が
く
。
斗
扶
の
聞
に
は
人
字
形
扶
が
あ
り
、
そ
の
間
婆
鶴
が
あ
る
。
桂
の
聞
に
は
男
女
の
人
物
が
え
が
か
れ
る
。
男
子

は
黒
色
の
憐
頭
を
か
ぶ
り
、
あ
る
も
の
は
手
を
扶
き
、
み
の
る

b
の
は
琵
琶
を
か
か
え
る
。
女
性
は
高
警
の
も
の
、
椛
を
さ
す
も
の
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
ゆ
た
か
な
顔
で
み
の
る
。
こ
れ
ら
が
楽
人
、
侍
者
、
侍
女
を
一
市
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

。。

壁
尚
は
現
在
、
映
商
省
博
物
館
に
ち
た
ら
3
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
出
土
の
状
況
や

隈
西
省
威
陽
底
張
湾
万
泉
県
主
辞
氏
墓

壁
州
の
配
置
に
つ
い
て
正
式
の
報
告
の
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
誌
銘
に
つ
い
て
も
、

い
ま
だ
報
告
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『
全
店
文
』
巻
二

一
九
を
み
る
と
、

「
延
州
一
兄
虚
君
万
泉
県
主
昨
民
神
道
碑
」
と
し
て
、
そ
の
墓
誌
銘
ぞ
収
録
し
て
い
て
、
別
に
こ
の
銘
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
つ

こ
の
「
神
道
仰
」
の
銘
に
よ
る
と
昨
氏
は
詩
は
E1J
、
河
東
扮
陰
の
人
で
、

時
紹
を
父
と
し
、

太
平
公
主
を
ほ
と
し
て
主
れ
た
。

円
点
雲
元
年
八
月
二
十
一
日
、
二
十
四
才
で
残
し
、
十
一
月
五
日
長
安
洪
漬
原
に
帰
山
押
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

壁
断
は
主
と
し
て
羨
道
（
前
南
道
）
に
の
こ
っ
て
い
て
、
玄
室
（
基
室
）
、
後
尚
道
に
ほ
と
ん
ど
、
剥
務
し
て
い
た
。
装
道
の
も
の
は
、

人
物
画
が
多
く
「
男
女
奴
牌
捧
物
、
捧
盆
、
来
狗
、
架
鷹
等
」
の
図
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

一
九
五
五
年
、
北
京
で
行
わ
れ
た
“
全
国
基
本
建

設
出
土
文
物
展
覧
会
m

に
関
写
が
出
品
さ
れ
た
。
私
ど
も
は
快
西
省
博
物
館
の
実
物
と
北
京
の
歴
史
博
物
館
の
模
写
を
み
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
槻
本
J

る
な
か
な
か
立
派
な
も
の
で
あ
る
コ
そ
の
横
写
に
み
の
だ
っ
た
命
剣
華
民
の
記
録
に
よ
る
と
陳
列
さ
れ
た
も
の
は
二
十
一
面
で
、
高

さ
ほ
五
尺
、
短
い
も
の
で
三
・
四
尺
、
は
ば
広
い
’
る
の
で
五
尺
、

せ
ま
い
志
の
で
一
尺
余
で
ゐ
る
。
い
ま
北
よ
－
J
南
に
順
を
お
う
て
し
る
す
と

ー
、
侍
女
双
啓
、
緑
衣
、
賞
裳
、
で
、
右
手
に
一
白
鳥
を
も
っ
。

3
、

侍

女

紅
衣
、
先
手
に
方
形
の
木
盆
を
お
き
、
上
に
抑
制
台
が
あ
り
、
右
手
に
筆
を
も
っ
。

緑
衣
、
白
裳
で
、
両
手
に
一
布
包
を
も
っ
。

2
と
一
対
か
。

2
、

侍

女

4
、

侍

女

緑
衣
、
両
手
に
盤
を
も
っ
。

5

侍

女

灰
衣
、
白
裳
。
両
手
に
一
緑
色
の
布
包
を
も
っ
。

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

五
五



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

五
六

6
、

侍

女

双
髪
、
賞
衣
、
緑
裳
。
両
手
を
披
巾
中
に
い
れ
る
。

7
、

侍

女

黄
衣
、
両
手
で
白
燥
を
さ
ぐ
。

8
、

男

侍

臣

両
手
で
勿
を
と
る
。

9

侍

女

4
と
一
対
か
。

m、
男
侍
臣
烏
帽
、
白
抱
、
黒
靴
。

8
と
一
対
か
。
こ
の
幅
の
す
同
さ
約
六
尺
。

日
、
紅
衣
男
子

ロ
、
文
侍
臣
両
手
を
胸
前
に
に
ぎ
る
。

日
、
女
子
ふ
く
よ
か
な
姿
で
あ
る
。

M
、

虎

頭

頭
部
は
一
二
尺
位
で
あ
る
が
全
長
は
一
丈
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

p
h
d

、

し

山
t

’i

’’、

{Jt 

黒
衣
、
一
二
角
帽
を
い
た
だ
き
、
身
後
に
竹
婆
を
に
な
う
。

日
、
武
侍
臣

二
人
。

口
、
侍
臣
頭
像

四

、

女

像

下
半
身
の
み
存
す
o
理
洛
環
由
州
、
す
こ
ぶ
る
観
音
像
に
似
る
と
い
う
。

ω、
男
持
凶
烏
相
老
人
。

加
、
孔
紅
色
。
正
面
像
。
約
四
尺
ば
か
り
。
き
わ
め
て
神
采
あ
り
と
い
う
。

こ
の
外
、
到
枠
城
氏
に
よ
る
と
、
次
の
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。

雀

引

μ

、
侍
臣
が
犬
を
ひ
〈
像

辺
、
腐
を
と
ま
ら
せ
た
男
の
像 よ
こ
幅
約
五
尺

、t
、

L

E

 
乙
れ
を
み
る
と
虎
頭
、

孔
雀
と
い
う
の
は
命
氏
と
い
う
よ
う
に
白
虎
、
朱
径
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

虎
の
頭
の
み
で
三
尺
を
は

か
る
の
で
、
全
長
一
丈
を
は
か
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
壁
一
面
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
物
像
は
盤
や
布
包
を
も
っ
侍
女
、



知
仰
を
も
っ
侍
臣
な
ど
で
、
婦
人
像
は
ふ
く
よ
か
に
盛
唐
の
お
も
む
き
を
失
は
な
い
。
天
井
下
の
両
壁
に
は
武
器
の
兵
器
架
が
あ
っ
た
。

こ
の
墓
か
ら
文
吏
備
、
楽
備
が
で
た
こ
と
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

峡
西
省
西
安
市
経
一
東
路
、
辞
莫
お
よ
び
妻
、
史
氏
墓

単
室
の
羨
室
墓
で
あ
る
。
壁
画
は
自
民
一
層
を
ぬ
っ
た
上
に
か
か
れ
る
。
玄
室
の

四
壁
に
木
柱
、
斗
扶
、
人
字
形
扶
の
木
造
建
築
ぞ
う
っ
し
、
柱
聞
に
人
物
が
か
か
れ
て
い
た
が
、

い
ま
は
偵
糊
と
し
て
あ
き
ら
か
で
な
い
。
基

室
の
頂
部
に
円
球
上
に
星
斗
が
え
が
か
れ
る
。
羨
道
の
両
壁
は
墨
絵
が
主
で
、
背
龍
、
白
虎
と
男
女
の
侍
奉
の
人
が
か
か
れ
る
。
男
は
手
に
盤

を
も
ら
、
女
は
手
に
蓮
花
を
も
っ
。
ま
た
白
鶴
一
匹
が
麹
を
ひ
ろ
げ
て
高
飛
す
る
様
は
み
ご
と
で
あ
る
。
醇
莫
は
も
と
も
と
河
東
の
人
で
、
陥

末
以
降
、
涼
州
の
人
と
な
っ
た
。
右
騨
衛
大
将
軍
と
し
て
、
岡
元
十
五
年
十
二
月
十
六
日
酪
泉
里
の
私
第
で
盟
し
た
Q

夫
人
史
民
は
十
二
年
六

月
に
捜
し
て
お
り
、
十
六
年
の
四
月
に
夫
人
の
旧
墓
の
傍
に
合
葬
し
て
い
る
。

院
西
省
西
安
東
部
経
五
路
、
蘇
思
鼠
の
基

寄
棒
状
を
な
す
玄
室
を
も
っ
単
室
の
埼
室
墓
で
、
世
一
訳
門
よ
り
上
に
あ
が
る
墓
道
の
左
右
に
各
二

個
の
小
禽
が
J

の
り
、

陶
伺
の
大
部
分
は
こ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

玄
室
内
で
発
見
さ
れ
た
墓
誌
銘
に
よ
る
と
、

蘇
思
鼠
は
、
官
は
銀
青
光
大

夫
、
行
内
侍
省
内
侍
員
外
郎
に
い
た
り
、
天
宝
四
載
（
七
四
五
年
）
三
月
十
回
目
、
七
十
に
し
て
始
興
里
の
私
第
に
裂
し
、
そ
の
年
の
十
月
廿

五
日
埋
葬
さ
れ
た
。
羨
道
と
玄
室
に
壁
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
埼
壁
上
に
一
一
閣
の
草
泥
を
ぬ
り
、
そ
の
上
に
石
灰
を
か
さ
ね
、
上
に
か
く
。
羨
道
で

は
東
壁
六
幅
、
西
壁
七
帽
の
壁
州
が
あ
り
、
黒
い
楼
頭
を
つ
け
た
人
物
が
多
く
、
ま
た
硫
彰
一
自
の
婦
人
像
が
あ
る
が
、
両
壁
と
も
に
二
人
で
黒
い

知
を
か
つ
い
で
い
る
凶
が
あ
る
。
玄
室
の
東
壁
に
は
一
幅
の
舞
楽
の
図
が
あ
る
Q

中
央
に
は
深
目
、
胡
撃
の
胡
人
が
毛
離
の
上
で
お
ど
っ
て
お

り
、
右
に
五
人
一
組
の
楽
隊
が
い
る
υ

三
人
は
竪
筒
、
七
弦
琴
、
笠
柑
慌
を
一
突
し
、
二
人
の
内
一
人
は
排
儲
酬
を
吹
く
。
左
に
は
六
人
一
組
の
楽
隊

が
お
り
、
琵
琶
、
笠
な
ど
を
か
な
で
る
。
皆
、
男
性
で
、
と
も
に
黒
い
隣
頭
を
か
よ
る
υ

西
壁
は
六
個
の
長
幅
の
人
物
両
で
い
づ
れ
も
一
人
、

一
樹
を
配
し
、
人
物
の
形
象
み
な
一
致
し
て
い
る
が
、

一
人
だ
け
は
脆
き
両
手
で
鉢
を
捧
げ
て
い
る
。
南
壁
に
は
蓮
華
の
上
に
朱
径
が
か
か
れ

店
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
来
誌
銘
（
附
的
）

五
七



府
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
（
b

強
誌
銘
（
附
崎
）

4
L
1
、、
つJ

，J

て
い
る
。
正
面
。
像
で
、
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
姿
で
あ
る
。
賞
、
緑
の
二
色
を
用
い
、
長
さ
、
は
ば
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
壁

に
蛇
身
の
玄
試
が
え
が
か
れ
る
。
長
会
、
は
ぱ
二
メ
ー
ト
ル
で
み
の
る
。
別
に
一
一
幅
が
み
の
り
、
如
意
形
の
も
の
を
も
っ
男
と
、
高
警
の
、
ふ
く
よ

や
か
な
女
性
が
え
が
か
れ
る
a

玄
室
の
羽
部
に
は
東
辺
に
紅
黄
色
の
太
陽
と
、
．
凶
辺
に
r
叶
色
の
月
を
え
が
き
、
そ
の
中
聞
に
星
辰
で
み
た
し
て

い
る
コ
蘇
恩
師
の
名
は
『
旧
暦
書
』
な
ど
の
伝
で
い
ま
だ
検
索
す
る
に
い
た
ら
な
い
が
、
そ
の
基
は
天
宝
代
の
ち
っ
と
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

陳
西
省
成
陽
県
底
張
湾
の
唐
少
府
監
、
張
去
箸
の
墓

天
宝
六
載
（
七
四
七
年
）
の
も
の
で
あ
る
。
墓
道
の
東
西
壁
に
施
、
虎
が
ゐ
っ
た
と

い
う
の
は
、
青
龍
、
白
．
虎
と
解
す
べ
き
で
あ
る
3

「
唐
舎
要
』
に
よ
る
と
か
れ
は
玄
宗
の
女
、
常
茶
公
主
に
尚
し
て
い
る
つ

険
西
省
西
安
市
東
部
、
高
力
士
一
門
の
墓

開
元
、
天
宝
代
の
も
の
と
し
て
、
西
安
市
東
部
ょ
う
発
見
さ
れ
た
弱
播
州
、
高
一
苅
珪
ら
、
高
力
士

の
一
門
の
恐
が
あ
る
。
鴻
播
州
は
高
力
士
の
実
父
で
、
広
東
省
高
州
の
出
身
、
長
じ
て
長
安
に
出
た
3

末
子
の
力
士
が
高
民
に
ゃ
し
な
わ
れ
、

そ
の
家
を
名
と
し
た
が
、
官
官
と
し
て
異
数
の
英
進
を
と
げ
、
玄
宗
に
ふ
か
く
信
任
さ
れ
、
そ
の
実
父
J

も
ま
た
み
の
や
か
る
こ
と
に
な
る
。
開
元

十
七
年
五
月
間
以
し
、
八
月
二
十
二
日
埋
葬
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
張
説
が
墓
誌
銘
を
か
き
、
そ
の
銘
は
「
全
唐
文
』
一
口
。
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の

－54
 

で
、
実
際
に
出
土
し
た
墓
誌
録
は
未
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
将
来
比
較
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。

の
壁
両
も
ま
た
多
く
脱
落
す
。

賀
梓
城
民
に
よ
る
と
「
墓
室
の
壁
岡
、
多
く
脱
絡
す
。
わ
ず
か
に
東
壁
に
一
彩
絵
馬
を
仔
す
。
天
井
下
の
両
壁
に
は
花
芥
を
つ
く
る
。
墓
道

上
に
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
物
品
を
も
っ
て
い
る
の
を
え
が
い
て
い

わ
ず
か
に
両
壁
に
一
一
帽
の
人
物
画
あ
り
。

る
」
と
い
っ
て
い
る
。

高
力
士
の
兄
高
元
庄
の
墓
は
天
宝
十
五
識
（
七
六
五
年
）

の
埋
葬
で
あ
る
。
賀
民
に
よ
る
と
「
墓
道
の
東
西
壁
に
は
龍
、
虎
を
え
が
く
0

・天

井
下
の
両
壁
に
は
騎
馬
の
侍
衛
を
え
が
く
。
南
道
の
一
向
壁
に
は
侍
女
を
え
が
く
。
基
室
の
北
壁
に
墓
の
主
人
の
州
像
に
似
た
る
あ
り
。

一
椅
子

に
坐
し
、
傍
に
侍
女
あ
り
。
東
壁
に
舞
女
み
の
う
。
西
壁
に
花
井
あ
り
。

棺
床
の
北
に
玄
武
、
南
に
朱
径
を
つ
く
る
」
と
あ
る
。
龍
、
虎
が
青



龍
、
白
虎
を
意
味
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
こ
で
菜
室
の
北
壁
（
奥
壁
）
に
椅
子
上
に
坐
す
一
人
物
が
あ
り
、
一
日
認
の
主
人
公
と
推
定
し
て
い

る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

山
西
省
太
原
市
近
郊
の
唐
墓

Q
d
 

山
一
白
省
太
原
は
、
唐
の
太
相
（
李
淵
）

の
兵
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
、
唐
一
代
の
問
、
王
栄
の
発
祥
の
地
と
し

て
、
苛
一
一
ん
ぜ
ら
れ
、
北
都
と
祢
せ
ら
れ
た
。
六
朝
、
以
来
の
家
族
で
あ
る
王
民
な
ど
は
こ
こ
に
ひ
き
つ
つ
き
す
ん
で
い
た
J

近
年
太
原
市
引
用
部

日

1

2

の
金
勝
村
、
董
如
荘
ゃ
、
一
品
目
嗣
鎮
素
村
な
ど
に
唐
墓
が
発
見
せ
ら
れ
、
そ
の
あ
る
も
の
に
は
壁
両
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。

人
必
勝
村
の
壁
両
店
惑
は
い
ず
れ
も
、
問
中
宝
の
増
益
で
、
奥
曜
に
ち
か
く
一
段
た
か
く
、
柏
山
が
あ
る
。
い
ま
第
六
号
慕
を
例
に
あ
げ
る
と
、

基
室
は
全
面
に
白
川
以
で
ぬ
り
、
玄
室
頂
部
に
は
紅
色
の
蓮
華
と
彩
雲
の
図
案
が
あ
り
、
そ
の
下
に
人
L

子
形
斗
扶
と
、
青
龍
・
白
虎
・
朱
能
・
玄
武

の
四
神
を
い
れ
て
い
る
コ
束
、
西
両
壁
の
頂
部
の
空
間
に
は
日
月
星
辰
を
え
が
き
、
東
壁
に
は
紅
色
の
太
陽
の
中
に
、
旧
市
一
で
三
足
烏
を
か
き
、

西
壁
の
月
中
に
は
二
人
の
人
物
が
い
る
σ

市
出
（
入
口
側
）

の
左
右
に
は
、
東
に
岡
市
い
純
一
副
を
つ
け
坊
や
7
b
つ
人
物
、
左
に
深
目
、
商
品
の
ひ

げ
を
は
や
し
た
胡
人
の
ご
と
き
人
物
、
東
壁
は
南
か
ら
北
に
文
史
、
侍
女
、
樹
下
老
人
の
三
幅
、
北
壁
は
東
か
ら
西
へ
、
竹
下
老
人
、
制
下
老

人
、
竹
下
老
人
、
制
下
老
人
の
四
幅
、
西
壁
は
北
か
ら
南
へ
、
竹
下
老
人
、
侍
女
、
文
史
の
三
幅
が
あ
る
。
侍
女
は
高
警
で
、
長
械
で
あ
り
、

い
か
に
も
ふ
く
よ
か
で
あ
る
。
制
下
お
よ
び
竹
下
の
老
人
は
い
づ
れ
も
有
昨
で
、
背
後
に
一
樹
ま
た
は
一
竹
を
え
が
く
。
山
川
ム
に
服
の
と
ん
で
い

る
様
を
え
が
く
の
は
お
も
し
ろ
い
。
壁
両
や
出
土
の
造
物
か
ら
み
て
則
天
代
の
万
歳
登
封
元
年
（
六
九
五
年
）

の
墓
誌
銘
を
出
し
た
吉
一
如
荘
の

壁
画
墓
と
あ
い
ち
か
い
も
の
が
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
，
壁
両
基
の
被
葬
者
育
位
、
官
職
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
幸
い
に
墓
誌
銘
の
在
在
に
よ
っ
て
そ
の
属
す
る
家
系
、
階
層
な

ど
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
李
民
、
常
民
、
醇
民
は
す
べ
て
六
朝
代
か
ら
つ
づ
く
豪
族
の
家
系
で
、
本
測
の
姉
は
中
宗
に
嫁
し
本
后
と
な

っ
て
い
る
。
永
泰
公
主
の
ご
と
き
公
主
、
執
失
奉
節
、
万
泉
県
主
辞
民
の
ご
と
き
公
主
の
子
、
張
去
高
刊
の
ご
と
き
公
主
の
鮒
馬
の
例
が
あ
り
、

ま
た
閲
元
・
天
宝
代
に
擁
力
を
ふ
る
っ
た
高
力
士
一
門
の
も
の
が
あ
り
、
長
安
お
よ
び
そ
の
近
郊
に
お
い
て
皇
族
な
ら
び
に
王
公
貴
族
聞
に
き

府
、
張
九
齢
の
墳
議
と
そ
の
叫
培
法
銘
（
岡
崎
）

五
)L 



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
慕
誌
銘
（
倒
的
）

は
め
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
み
と
め
う
る
の
で
あ
る
。

西

安

近

郊

の

屈

墓

手i

爽
〔
臨
西
・
成
の
人
U

2

執
失
奉
節
ハ
執
失
思
力
の
子
、
母
は
高
祖
の
女
、
九
江
公
主
〕

ハ
追
贈
U

唐
准
陽
王

3

4
ヰ

洞
ハ
章
后
の
弟
〕

4 

H平

英
〔
河
東
の
人
〕
及
妻
史
民

5 

稿
播
州
ハ
高
力
士
の
実
父
U

6 

高

元

珪

E
R両
力
士
の
兄
U

7

高
克
従
ハ
高
力
士
、
五
惟
の
孫
〕

8

蘇
思
口
助

9 

雷
府
君
夫
人
宋
民

戚

陽

・

底

張

湾

の

唐

墓

万
泉
県
主
酔
氏
〔
太
平
公
主
第
二
女
〕

2

張
去
春
〔
常
務
公
主
に
尚
す
〕

乾

県

の

唐

墓

永
泰
公
主
〔
中
京
の
女
、
武
延
基
に
嫁
す
U

太

原

近

郊

の

唐

墓

口
組

唐
銀
青
光
大
夫
、
守
司
刑
大
常
伯

突
厭
人
、
唐
常
楽
府
果
毅

唐
右
犠
衛
大
将
軍
、
脈
門
県
開
国
公

ハ
追
贈
U

唐
播
州
刺
史

唐
明
威
将
軍
検
校
、
左
威
衛
将
軍

唐
義
国
軍
監
箪
使

唐
銀
青
光
大
夫
、
行
内
侍
省
内
侍
員
外

由
民
は
内
侍
た
り

唐
少
府
監

ノ、。



2

趨
澄
之

さ
て
西
安
お
よ
び
太
原
近
郊
の
唐
代
壁
断
基
を
通
観
す
る
と
、
共
通
し
た
性
格
の
あ
る
の
に
気
が
つ
く
。

頂
部
が
湾
棒
状
を
な
す
埼
室
基
で
、
単
室
が
普
通
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
復
室
の
も
の
が
あ
る
。
基
室
の
両
側
に
二
側
ま
た
は
四
個
の

小
禽
が
あ
り
、
陶
製
明
器
を
こ
こ
に
お
さ
め
た
場
合
が
多
い
。

2 

墓
室
の
中
は
木
造
建
築
に
な
ぞ
ら
え
る
。
従
っ
て
楯
や
柱
で
わ
く
ど
り
、
相
の
上
に
は
人
字
形
棋
を
お
く
。
柱
と
桂
と
の
空
闘
が
、
壁

両
の
か
か
れ
る
場
所
で
、

こ
れ
が
一
幅
と
な
っ
て
い
る
。

3 

埠
壁
の
上
に
、
白
灰
（
漆
喰
）
で
と
と
の
え
、
墨
で
輪
郭
を
か
き
、
朱
、
緑
、
黄
な
ど
の
色
を
用
う
る
。

4 

人
物
の
男
子
は
侍
者
、
女
子
は
侍
女
を
あ
ら
わ
す
場
合
が
多
い
。
男
子
は
黒
い
艇
頭
を
つ
け
、
第
を
も
っ
つ
女
子
は
高
髪
、
長
裾
、
ふ

く
よ
か
な
唐
美
人
で
あ
る
。
も
の
を
さ
さ
げ
る
供
養
像
が
多
く
業
人
の
像
も
あ
る
。
太
原
の
制
下
、
竹
下
の
老
人
像
は
あ
き
ら
か
に
し
が

た
い
が
、
や
は
り
送
葬
者
で
あ
ろ
う
か
。
新
彊
省
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
樹
下
人
物
図
も
、
こ
の
方
式
の
も
の
で
あ
る
コ
男
女
の
侍
者
、

侍
女
の
供
養
像
は
明
器
泥
象
に
も
み
る
も
の
で
あ
る
。

5 

墓
室
の
四
神
を
頂
部
、
ま
た
は
墓
室
に
か
く
場
合
が
多
い
。
頂
部
に
日
月
星
辰
と
と
も
に
配
し
、
墓
室
の
左
右
に
青
龍
・
白
虎
ぞ
え
が

く
。
四
神
の
存
在
は
木
造
建
築
意
匠
と
と
も
に
高
句
麗
壁
画
墓
に
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
は
中
国
に
あ
っ
た
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。

唐
代
の
壁
画
墓
こ
と
に
西
安
近
郊
の
も
の
に
、
人
物
像
の
写
実
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が
少
く
な
い
。
本
洞
墓
（
景
龍
二
年

l
七
O
人
年
）
や
、

万
泉
県
主
辞
民
基
（
景
雲
元
年

l
七一

O
年
）
は
そ
の
好
例
で
み
る
。

冨
代
名
嗣
記
』
鳴
に
よ
る
と
、
盛
唐
の
州
家
に
人
物
の
写
貌
を
よ
く
す
る
も
の
が
少
く
な
い
。
陳
議
、
殴
鎖
、
）
殴
季
友
、
許
現
、
法
明

や
銭
園
養
、
左
文
通
ら
の
名
を
と
く
に
し
る
し
て
い
る
。
「
揖
練
国
」
や
「
敏
国
夫
人
櫛
春
園
し
の
作
を
っ
た
え
た
張
査
は
ま
さ
に
そ
の
一
人

蔚
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
議
誌
銘
（
附
崎
）

_,_ 
ノ、



底
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
悲
誌
銘
（
附
崎
）

ノ、

で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
人
物
描
写
は
、
お
そ
ら
く
壁
画
人
物
像
に
も
多
く
の
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
唐
代
の
地
上
に
の
こ
5
れ
た

壁
画
人
物
像
で
は
敦
煙
千
仏
洞
第
一
三

O
窟
に
み
る
も
の
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
閲
元
年
聞
は
じ
め
ら
れ
、
天
宝
年
聞
に
完
成
を

み
た
大
仏
の
あ
る
石
窟
の
洞
口
に
み
る
も
の
で
北
壁
に
は
尉
子
、
南
壁
に
は
女
子
の
供
義
す
る
群
像
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
北
壁
の
第
一
身

敦l埋千仏洞第130窟都督夫人王氏供養群像

（『敦f；墓盛岡」盛唐による）
Fig. 2 

lま

高
さ
六
尺
七
寸
、
醗
頭
、
藍
砲
で
、

短
い
ひ
げ
を
つ

け
、
手
に
長
柄
の
香
櫨
が
あ
る
。
そ
の
題
名
は
次
の
や
う
に
よ

ま
れ
る
。朝議
大
夫
、
使
持
節
都
替
、
晋
回
同
郡
諸
軍
事
、
守
沼
田
昌
郡

太
守
、
塁
離
軍
使
賜
紫
金
魚
袋
上
柱
国
楽
庭
液
供
養
時

つ
つ
く
三
人
は
そ
の
男
で
あ
ら
う
。

供
養
の
女
子
像
は
三
身
あ
り
、
そ
の
後
に
侍
女
が
九
人
そ
れ

そ
れ
手
に
献
花
の
盤
や
扇
な
ど
と
も
ち
、
背
貴
に
花
柳
を
か
い

て
い
る
。
右
側
一
き
わ
大
き
く
え
が
か
れ
た
女
性
は

都
将
夫
人
太
原
王
民
一
心
供
謎

の
銘
が
あ
り
、
都
督
楽
延
陣
取
の
夫
人
王
氏
で
あ
る
。

髪
は
花
釧
を
さ
し
、
豊
満
な
盛
唐
美
人
の
典
型
で
あ
り
、
，
r

の
左
に
「
女
十
一
供
養
」
「
女
十
三
供
養
」
と
あ
る
の
は
そ
の

娘
で
あ
ら
う
。
こ
の
燃
は
都
督
夫
妻
お
よ
び
そ
の
家
族
が
持

臣
、
侍
女
を
ひ
き
つ
れ
て
供
養
し
て
い
る
姿
を
え
が
い
て
い
る



こ
と
に
な
る
。
し
か
し
墳
墓
の
場
合
は

b
し
ろ
侍
臣
、
侍
女
の
み
の
供
養
像
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
を
比
較
し
て
み
で
あ
き
ら
か
で

あ
る
。唐代

墳
墓
の
壁
画
が
、

こ
の
よ
う
に
王
公
貴
族
を
供
養
す
る
男
女
の
姿
を
P

つ
つ
し
た
こ
と
は
、
人
物
．
幽
の
盛
行
と
併
行
し
て
お
り
、

い
ろ
ど

り
を
そ
な
え
た
が
、
漢
代
画
像
石
嗣
や
壁
画
墓
に
み
る
よ
う
な
実
生
活
に
即
し
た
状
景
を
之
し
く
し
た
の
は
や
ひ
を
縛
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

P

」

O

み
J

※

※

※

 

※

※

※

 

い
ま
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
唐
代
の
壁
耐
墓
の
巡
礼
を
行
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
再
び
張
九
齢
墓
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。

議
室
の
形
式
は
単
室
の
埼
室
墓
で
、
玄
室
の
頂
部
が
湾
臨
状
を
な
す
点
、
西
安
、
太
原
と
同
一
形
式
で
あ
る
。
羨
道
の
左
右
に
耳
室
の
あ
る

の
は
、
西
安
近
郊
の
も
の
の
墓
道
に
あ
る
、
小
寵
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
西
安
で
は
、

こ
の
小
－
誌
に
は
、
明
器
泥
象
の
類
が
お
さ
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
の
べ
た
が
、
張
九
齢
墓
で
は
な
に
も
の
も
み
と
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
Q

一
説
道
左
壁
、
玄
室
前
右
壁
に
み
る
侍
者
、
侍

女
像
は
、
万
泉
県
主
詳
氏
墓
や
敦
煙
第
一
三
O
窟
な
ど
に
み
る
侍
者
、
侍
女
の
供
養
像
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
υ

玄
室
左
壁
の
青
龍
は
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
相
対
す
る
右
壁
に
白
虎
が
め
っ
た
と
み
て
よ
い
c

朱
雀
、
玄
武
が
南
壁
、
北
壁
に

か
か
れ
た
か
、
ま
た
は
本
洞
墓
の
や
う
に
青
龍
と
朱
雀
、
白
虎
と
朱
雀
が
同
壁
に
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
青
龍
が
四
神
の
一
っ
と
し
て
か

か
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
了
解
し
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
も
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
張
九
齢
基
は
西
安
近
郊
の
壁
画
墓
と
全
く
共
通
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
つ
か
れ
る
。
お
そ
ら
く
生
前
の
か
れ
の

地
位
に
ふ
さ
わ
し
く
、
当
時
、
都
で
流
行
し
て
い
た
方
式
で
営
造
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

註

1
、
侠
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
西
安
羊
頭
鎮
唐
李
爽
墓
的
発
掘
」

（
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
三
期
）
一
九
五
九
年

唐
、
強
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

」．

ノ、



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
落
誌
銘
（
附
崎
）

2
、
映
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
安
県
南
里
玉
村
周
章
湖
畔
増
発
制
記
い

一
「
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
則
）
一
九
五
九
年

3
、
一
九
五
五
年
、
険
西
省
博
物
館
で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
0

4
、
桃
剣
華
『
中
国
壁
画
』
一
九
五
八
年

5
、
陵
商
省
文
物
管
理
委
員
会
「
西
安
東
郊
唐
墓
清
理
記
」
（
『
考
宵
通
調
』

一
九
五
六
年
第
六
期
）
一
九
五
六
年

6
、
侠
西
考
古
所
「
西
安
東
郊
唐
蘇
思
且
閉
幕
清
理
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九

六
O
年
第
一
期
）
一
九
六
O
年

7
、
貿
梓
城
「
唐
慕
壁
両
」
（
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
期
）

お
な
じ
く
底
張
湾
で
、
一
九
冗
三
年
発
見
さ
れ
た
天
宝
七
載
（
紀
元
七

四
八
年
）
の
張
去
逸
基
の
出
土
遺
物
（
明
器
泥
象
）
は
、
峡
両
省
文
物

管
理
委
員
会
編
『
侠
西
省
出
土
唐
伺
選
集
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

張
去
逸
は
張
去
者
の
一
族
（
お
そ
ら
く
兄
弟
）
で
あ
ろ
う
。

8
、
賀
梓
城
「
唐
菜
壁
間
」
（
前
掲
）

9
、
山
西
省
太
原
の
膝
史
地
理
に
つ
い
て
は
左
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

水
野
清
て
日
比
野
丈
夫
「
山
西
古
蹟
志
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
報
告
』
一
九
五
六
年

m、
金
勝
村
の
唐
墓
に
つ
い
て
は
左
を
参
照
。
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会

四

、

張

九

齢

の

墓

誌

銘

と

か

れ

の

生

涯

ノ、
l司

「
太
原
南
郊
金
勝
村
三
号
府
議
」
（
吋
考
宵
」
一
九
六
O
年
第
一
号
）

同
会
「
太
原
南
郊
金
勝
村
府
吹
地
」
（
ヰ
奇
山
一
－
九
九
年
第
九
号
）

同
会
「
太
原
市
金
勝
村
第
六
号
席
代
峰
両
終
日
）
（
『
文
物
」
一
九
a

九
九

年
第
八
則
）

日
、
部
英
語
師
、
社
仙
洲
、
隙
明
達
「
両
年
来
山
内
符
新
発
刻
的
古
建
築
」

（
「
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
四
年
第
十
一
則
）

ロ
、
山
商
省
文
物
管
理
委
員
会
「
山
内
文
物
介
紹
」

日
、
羽
田
亨
「
樹
下
人
物
図
に
つ
い
て
」

（
ミ
ユ

i
ゼ
ア
ム

2
）
一
九
五
一
年

M
、
内
藤
湖
南
「
荷
勾
磁
古
墳
の
時
十
両
に
就
て
」
（
『
交
那
絵
岡
山
ん
』
所
収
）

師
、
劉
凌
治
『
唐
代
人
物
尚
』
二
六
一
良
、
一
九
五
八
作

日
、
百
m－
N

に
あ
げ
た
関
口
敦
憶
文
物
研
究
所
「
敦
燥
機
日
嗣
」

8
、
盛
腐
に

よ
っ
た
o
こ
の
知
と
絵
間
は
一
九
五
七
年
常
番
鴻
所
長
の
策
内
で
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
五
八
年
東
京
と
京
都
で
ひ
ら
か
れ
た
中
国

敦
怪
芸
術
展
に
そ
の
現
物
大
の
僕
等
が
出
品
さ
れ
た
の
で
、
畑
出
起
さ
れ

る
万
も
少
く
な
い
に
ち
が
い
な
い
。

げ
、
謝
稚
柳
「
敦
憶
芸
術
叙
録
」
一
九
冗
五
年

玄
室
よ
り
発
見
さ
れ
た
墓
誌
に
し
る
す
銘
文
は
十
八
行
、
二
百
七
十
六
字
。
文
章
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



唐
故
尚
書
右
丞
相
。
贈
荊
州
大
都
督
。
始
興
会
陰
堂
誌
銘
井
序

太
中
大
夫
。
守
申
書
侍
郎
。
集
賢
院
学
士
。
東
海
県
開
国
男
。
徐
安
貞
撰
。

公
姓
張
民
。
誇
九
齢
。
其
先
沼
陽
人
。
四
代
祖
因
官
居
此
地
。

公
誕
受
正
性
。
韓
於
自
然
。

五
行
之
気
均
コ

九
徳
之
美

具
。
才
位
所
臆
。
不
亦
宜
敗
。
蓋
所
闘
者
降
年
之
数
不
延
。
蒼
主
之
望
未
足
耳
。
源
以
秀
才
。
没
贈
都
督
。
歴
任
典

詔

翰
。
居
連
率
。
自
中
書
令
而
遷
端
右
。
凡
十
八
徒
君
。
序
夫
官
次
。
存
乎
事
跡
。
列
於
中
原
之
碑
。
備
請
良
史
之
筆
突
。

公
之
生
歳
。
六
十
有
一
ニ
コ
以
開
元
廿
八
年
五
月
七
日
亮
。
廿
九
年
三
月
三
日
。
遷
窪
於
此
。
菌
江
環
浸
G

禎
山
隠
起
。
形

勝
之
地
。
霊
域
在
官
。
神
其
安
之
。
用
永
終
市
。
鳴
呼
。
嗣
子
揮
号
訴
悶
逮
。
而
謀
遠
図
。
刻
他
山
之
石
。
誌
干
玄
室
。

人
非
谷
変
。
知
我
公
之
墓
。
於
斯
銘
目
。

亀
遺
従
予
宅
其
吉
。
山
盤
蹄
予
土
堅
実
c

鳴
呼
相
国
君
之
墓
。
与
気
運
而
斉
畢
。

唐
の
故
と
尚
書
、
右
丞
相
、
贈
荊
州
大
都
督
、
始
興
公
の
誌
銘
併
び
に
序

大
中
大
夫
、
守
中
書
侍
郎
、
集
賢
院
患
士
、
東
海
県
の
開
国
男
、
徐
安
貞
撰
す
。

公
、
姓
は
張
氏
。
語
は
九
齢
。
其
の
先
は
活
陽
の
人
な
り
。
四
代
の
祖
、
官
に
因
り
て
此
の
地
に
居
る
。
公
、
誕
れ
な
が
ら

正
性
を
受
け
、
自
然
に
体
ち
、
五
行
の
気
、
均
い
、
九
徳
の
美
具
は
る
。
才
位
の
臆
ず
る
所
亦
た
宜
べ
な
ら
ず
欺
。
蓋
し

闘
ぐ
る
所
は
降
年
の
数
延
し
か
ら
ず
、
蒼
生
の
望
未
だ
足
ら
さ
ざ
る
の
み
。
源
と
秀
才
を
以
て
し
、
没
し
て
都
督
を
お
く

ら
る
。
歴
任
し
て
詔
翰
を
典
り
、
連
率
に
居
り
、
中
書
令
よ
り
し
て
端
右
に
遷
る
。
凡
そ
十
八
徒
な
り
。
夫
の
官
次
を
序

し
て
、
事
跡
に
寄
し
、
中
原
の
碑
に
列
せ
ら
れ
、
諸
れ
を
良
史
の
筆
に
備
え
ら
る
。
公
の
生
歳
、
六
十
有
三
。
開
元
廿
八

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

ハ五



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

六
六

年
五
月
七
日
を
以
て
亮
ず
。
廿
九
年
三
月
三
日
、
此
に
遷
し
窪
む
る
。
留
江
環
浸
し
て
、
演
山
隠
起
し
、
形
勝
の
地
、
霊

域
こ
こ
に
あ
り
。
神
、
其
れ
こ
れ
を
安
ん
じ
、
用
っ
て
、
終
古
に
永
が
か
ら
ん
こ
と
を
。
鳴
略
。
嗣
子
の
盤
、
号
訴
す
る

も
逮
ば
ず
、
遠
聞
を
は
か
り
、
他
山
の
石
を
刻
し
て
、
玄
室
に
誌
す
。
人
、
谷
変
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
我
公
の
墓
た
る

を
知
ら
ん
。
斯
に
銘
に
日
く
。

亀
鑑
予
が
宅
に
従
っ
て
、
其
れ
吉
。
山
盤
予
が
土
に
掘
っ
て
堅
実
。

鳴
呼
、
相
国
君
の
墓
。
気
運
と
と
も
に
斉
い
畢
り
ぬ
。

墓
誌
の
撰
者
、
徐
安
貞
は
旧
唐
書
一
諸
お
よ
び
新
唐
書
酪
－
一
に
伝
が
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
信
安
龍
正
の
人
で
、
開
元
中
、
申
書
舎
人
、

集
賢
院
患
士
と
な
り
、
玄
宗
は
文
章
や
詔
書
を
つ
く
る
際
に
多
く
安
貞
に
そ
の
草
稿
を
み
せ
、
は
な
は
だ
恩
顧
が
あ
っ
た
。
累
遷
し
て
中
書
侍

郎
と
な
り
、
天
宝
の
初
、
卒
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
張
九
齢
が
申
書
令
に
な
っ
た
開
元
二
十
二
年
、
中
毒
侍
郎
と
し
て
、
と
も
に
名
を
つ
ら
ね

て
お
り
、
か
れ
の
後
輩
で
あ
り
ま
た
集
賢
院
率
土
と
し
て
き
わ
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
墓
誌
に
よ
る
と

嗣
子
抵
号
訴
間
速
、
市
謀
遠
図
、
刻
他
山
之
石
誌
干
玄
室
。

と
み
え
、
張
九
齢
の
嗣
子
極
の
依
嘱
に
よ
っ
て
墓
誌
が
か
か
れ
、
玄
室
に
埋
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

張
九
齢
の
生
涯

張
九
齢
の
残
年
に
つ
い
て
、
旧
唐
書
、
新
唐
書
の
伝
に
は
開
元
二
十
人
年
に
「
公
の
卒
年
は
六
十
八
」
と
い
い
徐
浩
の
撰

し
た
張
文
献
公
碑
で
は
「
公
、
開
元
二
十
八
年
に
卒
す
。
事
年
六
十
三
」

と
あ
る
。

張
九
齢
の
死
後
す
ぐ
撰
せ
ら
れ
た
徐
安
貞
の
墓
誌
に
は

「
公
の
生
歳
六
十
有
三
」
と
あ
り
、
碑
、
誌
に
し
た
が
っ
て
旧
、
新
唐
書
の
卒
年
六
十
八
は
、
六
十
三
と
改
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
か

れ
の
生
れ
た
年
は
、
何
格
恩
氏
の
い
う
よ
う
に
則
天
武
后
の
儀
鳳
三
年
（
六
七
八
年
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



張
守ー
ネL

君
政

子
iヨ

豆、
愈

I I I 
九九九
皐章齢

口露

口

少｛rj1
朗万

誌
で
は
「
其
の
先
は
沼
陽
の
人
。
四
代
の
担
、
官
に
因
っ
て
此
の
地
に
居
る
」
と
い
う
。
徐
浩
碑
で
は
さ
ら
に
く
わ
し
く
「
其
の
先
は
泊
陽

方
城
の
人
」
と
い
い
、

「
四
代
の
祖
、
詳
は
守
礼
は
隔
の
鍾
離
郡
塗
山
（
県
）
令
、
曽
祖
の
詩
は
君
政
が
皇
朝
（
唐
）

の
招
州
別
駕
で
、
官
舎

に
終
っ
て
、
因
っ
て
土
着
の
姓
と
な
る
」
と
あ
る
か
ら
、
誌
は
正
し
く
は
三
代
の
担
、
首
祖
父
の
君
政
よ
り
と
改
む
べ
き
で
あ
る
。
碑
で
は
「
大

ハ
メ
（
祖
父
）
詩
は
子
胃
、
越
州
の
県
令
」

「
烈
考
（
父
）

の
弘
愈
H
新
州
索
虚
丞
で
、
太
常
脚
、
広
州
都
替
を
贈
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
誌
は
張

九
齢
の
伝
に
つ
い
て
は
そ
の
後
く
わ
し
く
記
さ
な
い
。
こ
れ
は
後
に
の
べ
る
や
う
に
、
か
れ
の
生
涯
の
瑳
朕
の
た
め
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
碑
は

こ
れ
を
く
わ
し
く
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。

「
七
歳
に
し
て
文
を
能
く
す
」
と
い
い
、

「
王
方
慶
が
出
で
て
、
広
州
に
牧
た
り
し
時
、
年
十
三
、
路
左
に
上
書
す
」

（
仰
）
と
い
う
。
王

万
慶
が
広
州
都
替
に
な
っ
た
の
は
、
則
天
武
后
が
政
を
と
っ
た
天
授
元
年
（
六
九
O
）
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
九
齢
は
こ
の
年
に
は
十
三
に
な
っ

戸－、，－。

寸
’
V
J
i

「
燕
公
嶺
を
す
ぎ
、
文
章
を
一
見
し
て
、
並
ひ
に
深
提
払
岸
、
礼
敬
を
な
す
」

（
抑
）
と
い
う
。
燕
公
は
張
説
（
張
燕
公
）

の
こ
と
で
、
長

安
三
年
九
月
（
七

O
三
年
）
魂
元
忠
の
た
め
、
広
東
欽
州
に
な
が
・
5
れ
た
。
後
年
そ
の
知
過
を
う
け
た
張
説
と
は
か
ら
ず
も
対
面
し
た
。
張
九

齢
、
二
十
六
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

「
弱
冠
、
郷
話
、
進
士
で
は
考
功
郎
抗
位
期
の
占
ん
も
激
揚
す
る
と
こ
ろ
、

一
に
高
第
に
あ
げ
ら
れ
し
も
、
時
に
下
等
な
る
あ
り
。
誘
議
し
て

上
聞
す
。
中
書
令
李
公
（
李
崎
）
は
当
に
詞
宗
に
代
る
べ
く
詔
し
て
重
ね
て
誌
み
る
を
令
し
、

再
び
其
の
粋
を
ぬ
き
、

秘
書
省
校
書
郎
に
擢

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
倒
崎
）

ノ、

七



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

ノ、
I」

ず、

（
碑
）
と
み
え
る
。

出
品
目
期
は
旧
唐
書
鳩
↑
に
そ
の
伝
が
あ
る
。
相
州
内
黄
の
人
、
進
士
出
身
で
長
安
年
間
、
通
事
会
ロ
人
で
三
教
珠
英
を
修
し
た
。
文
を
よ
く
し

七
言
の
作
に
長
じ
宋
之
聞
と
な
ら
ん
で
、
時
人
出
宋
と
称
し
た
。
考
功
員
外
郎
と
な
っ
た
が
、
か
れ
の
つ
い
て
い
た
張
易
之
兄
弟
の
失
脚
の
た

め
、
張
説
が
北
に
よ
び
か
え
さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
東
に
流
さ
れ
た
。
神
龍
年
間
、
よ
び
か
え
さ
れ
て
起
居
郎
、
修
文
館
直
学
士
を
授
け
ら
れ
た
。

張
九
齢
が
進
士
と
な
っ
た
の
を
『
唐
会
要
』
で
は
神
龍
二
年
（
七

O
六
年
）
の
こ
と
と
し
、
『
曲
江
集
』
張
文
献
公
本
伝
に
は
景
龍
元
年
（
七

O

七
年
）
と
す
る
。
徐
碑
に
い
う
坊
位
期
が
考
功
員
外
郎
で
あ
っ
た
の
は
長
安
三
年
ま
で
、
翌
四
年
広
東
に
な
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
進
士
の
時

で
な
く
、
郷
試
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
進
士
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
秘
書
省
校
書
郎
と
な
っ
た
。
容
宗
の
太
極
元
年
（
七

一
二
年
）
道
伊
呂
科
に
及
第
し
、
左
拾
遣
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
長
安
で
の
か
れ
の
官
僚
生
活
は
こ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
。
玄
宗
は
未
だ
皇
太
子
で

あ
り
、
天
下
文
蔀
の
士
を
集
め
て
い
た
。
か
れ
は
そ
の
門
の
末
尾
に
列
っ
た
の
で
あ
る
。
得
宗
が
な
く
な
っ
て
玄
宗
の
時
代
に
入
る
と
、
か
れ

は
し
ば
し
ば
玄
宗
に
上
諌
し
て
い
る
。
開
元
四
年
（
七
一
六
年

l
一
二
十
九
才
）
ま
で
長
安
に
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

「
封
章
直
言
、
時
に
協
は

ず
」

（
碑
）
再
び
故
郷
紹
州
に
か
え
っ
て
来
た
。
母
親
と
と
も
に
郷
里
の
生
活
に
も
ど
っ
た
が
、
大
度
嶺
の
険
難
を
開
撃
す
る
工
事
に
あ
た
る

な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
席
の
あ
た
た
ま
る
ひ
ま
も
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
礼
部
員
外
郎
に
う
つ
っ
た
が
、
何
年
で
あ
っ
た
か
は

あ
き
ら
か
で
な
い
。

張
九
齢
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
菊
の
張
九
卑
も
上
京
し
て
き
た
。
『
集
巽
記
』
に
よ
る
と
京
兆
府
の
試
に
応
じ
公
主
が
九
本
ぞ
解
頭
に
推
し
た
の

に
対
し
、
岐
王
が
王
維
を
無
理
に
推
し
て
解
頭
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
は
な
し
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
弟
と
な
ら
び
称
せ

ら
れ
た
王
維
が
、
後
年
張
九
齢
の
知
過
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
左
補
闘
を
拝
し
、

つ
い
で
礼
部
司
勲
員
外
郎
と
な
っ
た
。
」
（
誌
）
、
旧
唐
書
伝
で
は
か
れ
が
司
勲
員
外
郎
に
な
っ
た
の
を
開
元
十
年
と
す

る
が
、

「
出
間
程
相
曲
江
張
先
生
文
集
」
附
録
の
諮
命
で
は
礼
部
員
外
郎
よ
り
司
勲
員
外
郎
早
つ
つ
る
の
は
閲
一
苅
八
年
四
月
七
日
の
こ
と
と
し
、



そ
の
こ
と
は
「
転
ば
勲
員
外
郎
般
」
に
み
え
る
。

開
元
九
年
（
七
二
一
年
｜
四
十
四
才
）
十
月
十
四
日
制
限
大
夫
を
加
え
た
。

（
致
問
A
叩
）

闘
元
十
年
（
七
二
二
年

四
十
五
才
）
二
月
十
七
日
中
書
舎
人
に
転
じ
た
。

こ
の
前
年
ま
で
長
く
醐
州
や
江
川
州

ω都
怖
で
あ
っ
た
雌
説

が
、
兵
部
侍
郎
、
同
中
書
門
下
三
品
と
し
て
長
安
に
か
え
り
、
十
年
、
朔
方
郡
節
度
大
使
と
し
て
、
オ
ル
ド
ス
の
巡
視
に
で
か
け
、

こ
の
年
一
拘

ぴ
中
者
令
と
し
て
昨
務
の
要
衝
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
取
引
制
は
、
旧
唐
書
の
い
似
に
よ
る
と
「
其
の
先
は
泊
陽
の
人
な
り
し
が
、
代
々
、
川
東

近
く
又
其
家
を
河
南
の
洛
闘
に
従
し
ぬ
」
と
あ
り
、
長
く
つ
り
つ
い
た
門
閥
の
出
で
な
く
、
む
し
ろ
微
肢
の
家
の
子
で
あ
っ
た
υ

か
れ

が
こ
の
や
う
な
立
身
を
と
げ
た
の
は
、
科
墓
場
に
及
第
し
、
則
天
武
后
の
お
も
い
さ
つ
に
人
材
登
用
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
古
川
幸
次
郎
博
士
は

に
脳
り
、

指
摘
し
て
い
る
む
こ
の
点
、
張
九
齢
も
そ
の
初
が
と
も
に
泊
蹴
で
あ
る
と
っ
た
え
、
ま
た
家
柄
も
近
い
も
の
が
め
っ
た
ω

姓
も
同
じ
で
あ
っ
た

こ
と
も
手
っ
た
っ
て
、
そ
の
後
の
張
九
齢
の
行
動
は
張
説
の
そ
れ
と
き
り
は
な
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
九
齢
の
文
才
や
識
見
も
充
分
乙

れ
に
こ
た
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
オ
ル
ド
ス
巡
視
に
あ
た
っ
て
、
玄
宗
が
詩
を
つ
く
っ
て
そ
の
行
を
雌
ん
に
し
た
の
に
対
て
、
張
説
、
源

乾
眠
、
張
嘉
貞
、
未
環
、
慮
従
題
、
許
景
先
、
韓
休
、
徐
知
仁
、
桂
一
尚
錫
、
王
翰
、
蘇
晋
、
王
光
庭
、
家
陣
、
席
預
、
張
九
齢
、
徐
堅
、
崖
日

用
、
賀
知
章
が
昭
和
し
、
氏
自
が
そ
の
序
を
か
い
た
が
、
張
九
齢
の
名
は
こ
の
頃
か
ら
し
だ
い
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

開
元
十
一
年
（
七
二
三
年

l
四
十
六
才
）
五
月
二
十
八
日
、
朝
請
大
夫
を
加
え
た
。

開
元
十
二
年
（
七
二
四
年
｜
間
十
七
才
）
正
月
十
三
日
、
山
江
県
開
国
男
、
食
邑
三
百
戸
を
封
ず
。

（救）

（
救
）
こ
の
年
の
十
二
月
十
三
日
に
守

中
書
舎
人
を
加
え
た
。

（般）

開
元
十
三
年
（
七
二
五

l
四
十
八
才
）
四
月
二
十
五
日
、
中
散
大
夫
に
な
る
コ
十
一
月
十
六
日
に
太
常
少
卿
と
な
る
。
こ
の
年
、
そ
の
学
問

所
で
あ
る
集
仙
院
を
集
賢
院
と
し
て
拡
充
し
た
。
中
書
令
の
張
説
が
そ
の
か
し
ら
で
あ
る
知
院
事
に
任
じ
、
玄
京
は
一
日
．
張
説
ら
に
宴
を
た
ま

わ
っ
た
が
、
張
説
に
就
任
を
こ
と
ほ
ぐ
御
製
の
詩
を
た
ま
い
、
張
説
の
ほ
か
源
乾
曜
、
義
昼
、
蘇
題
、
意
抗
、
程
行
語
、
李
嵩
、
議
嵩
、
李
元

腐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
諜
誌
銘
（
附
附
）

，、、
:h 



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
慕
誌
銘
（
岡
崎
）

七。

紘
、
賀
知
章
、
陸
堅
、
劉
昇
、
王
翰
、
越
え
、
践
が
、
聖
製
に
奉
和
し
、
張
九
怖
が
序
を
か
い
た
。
張
九
齢
も
集
賢
殿
堂
一
日
院
学
士
と
し
て
、
副
知

院
事
に
登
用
さ
れ
た
。

乙
の
年
、
張
説
の
発
議
に
よ
っ
て
、
封
禅
の
儀
式
が
泰
山
（
山
東
省
）
で
行
わ
れ
、
玄
宗
る
こ
れ
に
親
臨
し
た
。
張
九
備
は
侍
従
と
し
て
し

た
が
っ
た
が
、
こ
の
際
、
張
品
は
尚
書
、
巾
書
両
省
の
禄
事
、
主
書
や
自
分
と
親
し
い
る
の
の
み
に
恩
貨
を
あ
ず
か
＝
り
せ
よ
う
と
し
た
の
で
、
張

九
齢
は
「
官
爵
は
天
下
の
公
明
帥
な
り
」
と
し
て
極
力
い
さ
め
た
こ
と
が
旧
唐
蓄
の
伝
に
み
え
る
。
張
説
は
こ
の
恩
質
事
件
の
た
め
、
源
乾
山
階
、

宇
文
融
、
不
林
市
な
ど
の
た
め
抑
効
さ
れ
て
失
脚
す
る
。
し
か
し
玄
宗
の
親
任
し
て
い
る
官
官
で
あ
り
、
張
識
の
友
人
で
あ
っ
た
’
両
方
土
の
と

り
な
し
で
、
中
書
令
は
免
ぜ
ら
れ
た
け
れ
ど
4
0
、
悶
史
の
編
纂
を
つ
事
つ
け
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
。

開
一
苅
十
四
年
（
七
二
六
年
｜
四
十
九
才
）
五
月
十
四
日
、
持
節
翼
州
諸
軍
事
、
翼
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
る
。
（
放
）

開
元
十
五
年
（
七
二
七
年

ー
五
十
才
）
一
ニ
月
十
三
日
守
洪
州
刺
史
、
使
持
節
部
将
洪
州
諸
軍
事
に
任
ぜ
ら
る
。

（
放
）
張
却
の
腹
心
と
み
ら
れ
て
い
た
か
れ
は
、
地
方
官

と
し
て
転
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

開一苅一
4

八
年
（
七
ゴ
一

O
年
｜
五
十
三
才
）
四
月
八
日
、
中
大
夫
と
な
る
。
七
月
三
日
使
持
節
都
格
桂
川
諸
軍
事
、
守
桂
川
刺
史
、
嶺
南
道
安

察
使
と
な
る
。

（
救
）
こ
の
年
十
二
月
、
張
説
が
残
し
た
。
そ
の
死
を
お
そ
ら
く
桂
州
で
き
い
た
で
あ
ら
う
。
彼
を
も
っ
と
も
ひ
き
た
で
て
く

れ
た
張
説
の
死
は
打
撃
で
あ
っ
た
が
、
は
か
ら
ず
も
、
長
安
に
か
れ
の
後
を
わ
そ
う
職
が
ま
っ
て
い
た
。

開
元
一
九
年
（
七
三
一
年
｜
五
十
四
才
）
三
月
七
日
、
守
秘
書
少
隠
せ
－
集
賢
院
学
士
刷
知
院
事
に
任
ぜ
ら
る
。
（
制
）

都
を
は
な
れ
る
こ
と

六
年
、
再
び
長
安
の
春
を
む
か
え
た
。

開
元
二
十
年
（
七
三
二
年
｜
五
十
五
才
）
二
月
二
十
日
、
紫
金
魚
袋
を
賜
う
。
（
紋
）

滋
が
万
安
山
の
南
に
葬
ら
れ
、
張
九
備
は
張
刑
制
の
来
誌
銘
を
か
い
て
い
る
。
州
江

開
元
二
十
一
日
中
（
七
三
三
年
｜
五
十
七
才
）
間
三
月
八
日
、
正
議
大
犬
と
な
る
。
（
制
）
五
月
二
十
七
日
、
検
校
中
者
侍
郎
と
伝
る
。
（
制
）

月
三
日
、
工
部
侍
郎
に
転
ず
る
。
（
制
）
八
月
に
は
張



十
二
月
十
四
月
、
中
書
侍
郎
、
中
審
門
下
平
章
事
と
な
る
。
こ
の
年
母
を
喪
い
紹
州
に
か
え
る
。

開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
年

l
五
十
七
才
）
正
月
詔
州
よ
り
都
に
よ
び
か
え
さ
れ
た
。
母
の
喪
の
終
え
ん
こ
と
を
請
う
た
が
ゆ
る
さ
れ
な

か
っ
た
。
五
月
七
日
、
銀
育
光
禄
大
夫
、
守
中
書
令
、
集
賢
院
学
士
知
院
事
、
修
国
史
と
な
る
。
こ
の
時
、
議
耀
卿
は
、
正
議
大
夫
、
中
香
門

下
平
章
事
と
な
り
、
李
林
甫
は
礼
部
尚
書
、
中
書
門
下
平
章
事
三
品
と
な
っ
た
。
ま
た
張
九
齢
の
墓
誌
銘
を
制
限
し
た
徐
安
貞
は
中
書
侍
郎
、
朝

議
大
夫
、
中
書
舎
人
、
内
供
奉
、
集
賢
院
策
課
と
し
て
、
こ
の
時
の
制
書
の
中
に
、
張
九
怖
の
あ
と
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
進
士
よ
り
出
た

か
れ
は
こ
う
し
て
玄
宗
の
宰
相
と
し
て
、
盛
唐
の
政
務
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

開
元
二
＋
三
年
（
七
三
五
年
｜
五
十
八
才
）
三
月
五
日
紫
金
光
禄
大
夫
を
加
え
る
。

（
制
）
、
三
月
九
日
、
始
興
県
開
国
子
食
邑
四
百
一
戸
に

封
ぜ
ら
る
。

（制）

中
書
令
と
し
て
張
九
齢
の
治
績
は
「
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
」
に
み
え
る
上
奏
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
遣
唐
使
（
第
九
次
）

の
大
使
多
治
比
広
成
は
七
三
三
年
（
わ
が
天
平
五
年
、
唐
開
元
二
十
一
年
）
、
難
波
を
出
発
、
長
安
に
到
着
、
翌

七
三
四
年
、
唐
を
は
な
れ
ん
と
す
る
時
、

に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、

「
日
本
国
王
に
勅
す
る
の
書
」
を
お
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
全
文
が
『
文
苑
英
華
』
（
四
七
一
審
書
四
）

こ
れ
は
中
書
令
張
九
齢
の
書
に
な
る
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
年
｜
五
十
九
才
）
三
月
、
張
守
珪
が
そ
の
部
下
の
安
禄
山
を
し
て
、
案
、
契
丹
を
う
た
し
め
た
時
、
安
禄
山
は
勇

を
た
の
ん
で
す
す
み
、
大
敗
や
喫
し
た
。
守
珪
が
こ
れ
を
斬
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
「
大
夫
は
桑
、
契
丹
を
滅
ぼ
さ
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
禄
山

を
殺
す
の
か
」
と
叫
ぴ
、
守
珪
は
そ
の
麗
勇
を
惜
み
、
安
禄
山
を
長
安
に
お
く
つ
た
。
九
齢
は
「
安
禄
山
は
功
律
を
失
い
、
師
を
喪
う
。
法
に

て
ら
し
で
も
諒
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
そ
の
容
貌
を
み
る
と
こ
ろ
反
相
あ
り
。

い
ま
こ
れ
を
殺
さ
な
け
れ
ば
後
の
患
と
な
る
で
あ
ら

う
」
と
玄
宗
に
い
っ
た
が
、
上
は
「
卿
、
王
夷
甫
が
石
勤
を
識
る
故
事
を
以
て
、
誤
り
て
忠
良
を
害
す
る
な
か
れ
」
と
い
っ
て
赦
免
し
た
話

は
旧
唐
書
、
新
唐
書
の
張
九
齢
の
伝
に
の
せ
資
治
道
鑑
も
こ
れ
を
と
っ
て
い
る
。
遡
翼
は
守
二
史
割
記
』
品
川
一
一
に
、
張
九
齢
の
こ
の
上
奏
を

七一

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）



磨
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

七

伝
聞
の
説
と
し
て
い
る
。
禄
山
が
長
安
に
お
く
ら
れ
、
斬
に
当
っ
て
赦
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
安
様
山
の
凱
後
、
弱
に
あ
っ

て
、
張
九
齢
の
先
見
の
明
を
お
も
い
、
詔
を
下
し
て
追
贈
し
た
が
、
張
九
齢
の
正
議
派
の
議
論
が
、
か
れ
な
き
後
の
唐
の
運
命
と
対
比
さ
れ
て
、

か
か
る
所
伝
を
う
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
新
唐
書
に
は
武
恵
妃
が
、
太
子
瑛
を
陥
れ
ん
こ
と
を
は
か
り
、
私
に
人
を
し
て
九
齢
に
い
わ
し

め
た
と
こ
ろ
、
か
れ
は
そ
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
玄
宗
に
奏
上
し
た
の
で
、
帝
た
め
に
色
を
動
し
た
。
こ
の
た
め
九
齢
が
宰
相
で
あ
っ
た
問
、
太

子
瑛
は
患
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
っ
た
え
て
い
る
。

千
秋
節
は
開
元
一
七
年
張
説
が
玄
宗
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
、

こ
れ
を
お
く
こ
と
を
奏
し
年
々
盛
ん
と
な
っ
て
き
た
Q

二
十
四
年
八
月
張
九

齢
は
千
秋
金
鑑
録
を
撰
し
て
、
そ
の
者
惨
を
い
ま
し
め
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
掌
に
改
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
年
十
一
月
廿
九
日
尚
書
右
丞
相
と
な
る
。
こ
の
時
、
義
耀
卿
が
尚
書
左
丞
相
と
な
り
、
李
林
甫
が
中
審
令
と
な
っ
た
。
李
林
甫
は
麿
の
宗

室
の
出
で
、
張
説
、
張
九
齢
ら
進
士
連
中
の
拾
頭
に
対
す
る
反
対
勢
力
の
巨
頭
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
宰
相
に
な
る
と
「
才
望
、
功
業
が
自
分
の

右
に
出
、

上
が
厚
く
信
任
す
る
も
の
、
勢
位
が
自
分
に
せ
ま
る
も
の
は
百
計
を
も
っ
て
、

こ
れ
を
し
り
ぞ
け
、

も
っ
と
も
文
学
の
士
を
忌
ん

に
。
表
面
で
は
よ
く
し
て
、

甘
言
を
も
っ
て
し
、

か
げ
で
は
こ
れ
を
お
と
し
い
れ
る
Q

世
上
《
李
林
甫
は
口
に
蜜
あ
り
。

腹
に
剣
あ
り
》

（
『
資
治
道
鑑
』
騎
紀
三
一
）
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
文
学
の
士
と
は
、
進
士
出
身
で
、
文
学
に
す
ぐ
れ
、
熱
心
に
勉
学
は
す
る
が
と

も
す
れ
ば
徒
党
を
く
み
や
す
い
人
々
ぞ
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
年
｜
六
十
才
）
四
月
二

O
日
行
荊
州
大
都
瞥
府
長
史
に
う
つ
さ
れ
る
。

（制）

「
荊
州
謝
上
表
」
に
よ
る
と
四
月

十
四
日
の
制
と
あ
り
、
即
日
に
州
お
も
む
、
き
口
月
八
日
州
に
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
監
察
刺
史
周
子
諒
が
牛
仙
容
が
非
才
に
し
て
識
書
を
ひ
い

た
と
し
て
弾
効
し
た
。
識
蓄
を
ひ
く
こ
と
は
当
時
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
玄
宗
は
牛
仙
容
の
能
力
を
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
事
件
で

い
ら
い
ら
し
て
い
た
が
、
み
ず
林
市
は
周
子
諒
が
張
九
齢
の
推
薦
し
た
人
で
あ
る
こ
と
を
奏
上
、

こ
れ
が
張
九
搬
の
失
脚
の
泊
援
の
原
因
に
は
つ

た
。
玄
宗
は
九
齢
の
人
と
な
り
を
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
九
齢
の
頑
固
な
ま
で
の
強
直
ヨ
に
は
気
が
つ
ま
っ
て
い
た
。
開
元
初
の
政
治
に
対
す
る



熱
意
も
う
す
れ
は
じ
め
、
円
以
愛
の
武
底
妃
も
捜
し
、
遊
逸
の
日
が
つ
づ
い
た
む
。

こ
う
し
て
張
九
齢
は
野
に
逐
は
れ
た
の
で
あ
る
。

か
れ
が
荊
州
に
お
も
む
く
直
前
、
暮
春
の
一
日
、
本
氏
東
山
の
別
業
山
荘
の
耕
集
に
新
嵩
、
張
九
齢
、
締
休
、
社
遊
省
、
王
郎
、
袈
耀
卿
、

王
維
ら
が
集
い
、
鱒
除
し
た
。
こ
の
多
く
は
李
林
甫
と
対
立
す
る
前
宰
相
た
ち
で
あ
っ
た
。
王
維
は
張
九
齢
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
。
官
途
に
つ

い
た
一
人
で
あ
る
。
張
九
齢
の
失
脚
に
よ
り
、
王
維
を
は
じ
め
と
す
る
後
進
ゃ
い
わ
ゆ
る
文
学
の
士
は
非
情
な
打
壊
を
う
け
た
。
王
維
は
荊
州

に
あ
る
張
九
齢
に
次
の
詩
を
よ
せ
た
。

寄
荊
州
張
丞
相

荊
州
の
張
丞
相
に
寄
す

所
思
寛
何
在

思
ふ
所
、
覚
に
何
こ
に
か
め
る

張
由
主
深
荊
門
張
望
す
る
こ
と
深
し
荊
門

挙
出
無
相
識
附
を
挙
げ
て
相
識
る
な
し

終
身
思
旧
恩
終
身
旧
思
を
思
う

方
将
与
農
園

方
将
に
農
園
と
と
も
に
す

芸
植
老
郎
園

芸
植
し
て
郎
閣
に
老
い
ん
と
す

目
尽
南
飛
鳥

目
尽
す
南
へ
と
ぶ
鳥

何
以
寄
一
一
一
一
回

何
を
以
て
か
一
言
を
寄
せ
ん

王
維
は
そ
の
後
、
長
安
を
は
な
れ
て
河
西
節
度
副
大
使
桂
公
を
た
よ
り
、
節
度
判
官
と
し
て
涼
州
に
赴
任
す
る
。

さ
て
張
九
齢
の
お
も
J

じ
い
た
荊
州
の
治
所
は
江
陵
に
あ
っ
た
。
江
陵
は
長
江
に
の
ぞ
み
、
風
光
水
明
の
地
で
あ
る
G

か
れ
は
こ
こ
で
孟
浩
然

を
従
事
と
し
て
登
用
し
、
互
い
に
唱
和
し
て
い
る
。
孟
浩
然
は
湖
北
省
裏
陽
の
人
で
、
年
四
十
に
し
て
京
師
に
学
び
、
進
士
の
誌
に
応
じ
て
第

せ
ず
＼

こ
の
こ
ろ
王
維
の
友
と
な
っ
た
。
四
十
も
す
ぎ
て
都
に
の
ぼ
り
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
か
れ
は
、

「
留
別
王
維
」
の
詩
を
の
こ
し
て
故
郷

店
、
張
九
齢
の
措
到
来
と
そ
の
来
誌
銘
（
附
的
）

七



底
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

七
四

裏
陽
に
か
え
る
。
か
れ
の
詩
才
を
愛
し
た
張
九
齢
は
か
れ
を
と
く
に
、
府
州
に
よ
ぴ
ょ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
春
眠
、
暁
を
覚
え
ず
。
」
の
春
暁
の
詩
は
私
ど
も
詩
の
門
外
漢
に
も
親
し
い
も
の
が
あ
る
。
張
丞
相
に
際
し
て
よ
ひ
詩
は
「
孟
浩
然
集
」

壬
－
↓
↓
阜
、
事

H
依

匹

剖

刑

H

n

－山

に
も
多
数
お
さ
め
ら
れ
、
田
園
詩
人
と
し
て
の
秀
作
を
の
こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
張
九
齢
の
よ
む
歌
は
憂
諮
に
み
ち
て
い
る
。

芳
意
伺
能
早

弧
栄
亦
自
危

芳
意
何
ぞ
能
く
早
き

孤
栄
亦
た
自
ら
危
う
し

更
憐
花
瀞
弱
更
に
憐
む
花
蒋
弱
く

歳
来
、
を
受
け
ず
し
て
移
ろ
う
と

不
受
歳
寒
移

朝
雪
那
相
妬

陰
風
己
屡
吹

馨
香
雄
尚
南

調
蕩
復
誰
知

朝
雪
那
ん
ぞ
相
妬
む
か

陰
風
己
で
に
屡
々
吹
く

馨
香
尚
る
と
臨
も

瓢
蕩
し
て
復
た
誰
か
知
ら
ん

照

鏡

見

白

髪4)

宿
昔
青
雲
士
山

躍
蛇
白
髪
年

議
知
明
鏡
哀

形
影
自
相
憐

宿
昔
青
雲
の
志

躍
路
た
り
白
髪
の
年

誰
か
知
ら
ん
明
鏡
の
袈

形
影
自
ら
相
憐
ま
ん
と
は



と
と
を
き
く
。

開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
年
｜
六
十
二
才
）
七
月
二
十
二
日
始
興
県
開
国
伯
食
凶
五
百
戸
に
封
ず
る
。
荊
州
の
地
で
、
爵
位
の
一
等
上
っ
た

江
の
私
第
に
亮
じ
た
。
年
六
十
一
ニ
。

（
、
碑
誌
）

開
元
二
十
八
年
（
七
四

O
年
｜
六
十
三
才
）
春
、
先
制
の
悲
の
拝
掃
の
た
め
南
帰
し
て
紹
川
に
か
え
る
を
請
う
っ

（
碑
）
五
月
七
日
紹
州
山

閲
一
万
二
十
九
年
三
月
三
日
「
畑
江
珠
浸
、
漬
山
隠
起
形
勝
之
地
」
（
誌
）
に
非
る
。

徐
浩
碑
で
は
「
孟
冬
洪
義
里
武
臨
原
に
非
る
。

先
の
埜

に
近
く
。
礼
な
り
」
と
い
っ
て
い
て
先
但
墳
坐
の
地
に
お
さ
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
墳
墓
が
先
に
私
ど
ち
の
み
た
も
の
に
外
な
ら
な

ぃ
。
夫
人
は
諦
民
、
住
陽
市
の
人
、
伯
州
司
．
ぬ
諸
加
の
女
で
、
五
徳
二
年
（
七
五
七
年
）
十
月
六
日
私
第
に
、
七
十
七
才
で
卒
し
た
。

「
同
埜

間
決
穴
」
L
」
徐
説
碑
に
は
し
る
す
か
ら
、
張
九
齢
の
芸
の
ち
か
く
に
お
さ
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

註

l
、
張
九
附
の
年
潜
で
は
何
筋
肉
山
氏
の
「
張
九
齢
年
繍
（
「
倣
南
学
抑
制
』
第

同
巻
第
一
則
）
に
み
る
も
の
が
、
も
っ
と
も
く
わ
し
い
。

2
、
古
川
幸
次
郎
「
張
説
の
低
記
と
そ
の
文
学
」
（
『
以
万
学
」

頁
の
択
に
よ
る

3
、
日
加
問
減
「
王
総
｜
安
史
の
乱
と
詩
人
た
ち
」

第
一
関
）

（
『
久
学
研
究
」
箭
川

五

、

千

秋

鏡

と

千

秋

金

鏡

録

ー
張
説
と
張
九
齢
｜

張
説
と
墓
誌
銘

十
一
二
附
）
一
九
四
九
年

小
林
太
市
郎
『
王
維
の
位
涯
と
芸
術
』
一
九
三
九
年

4
、
小
杉
放
奄
「
府
北
川
汝
府
詩
人
」
（
一
九
三
四
年
）
六
一
一
一
頁
の
訳
に
よ
る
0

5
、
刊
山
総
銘
の
解
読
に
は
、
背
中
野
靖
活
の
協
力
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
府
代
史

に
つ
い
て
教
一
不
を
与
え
ら
れ
た
円
野
間
一
二
郎
防
土
の
好
意
と
と
も
に
感

謝
の
意
を
ぷ
す
み
。

張
説
が
張
九
輸
を
見
出
し
、
九
齢
は
張
説
の
き
り
聞
い
た
道
を
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

店
、
張
九
齢
の
墳
川
市
と
そ
の
惑
誌
銘
（
岡
崎
）

科
挙
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た
新
し
い
階
閣
の
先
登
を
き
っ
た
張
説
の
道
は
決
し
て
坦
々
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
敵
も
多
か
っ
た
が
、
高
力

七
五



山
口
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
明
治
誌
銘
（
附
崎
）

七，、

士
を
は
じ
め
、
か
れ
の
支
持
者
も
少
く
は
な
く
、
数
度
の
失
脚
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
張
品
は
身
を
全
う
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
詩
文
に
巧

み
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
皇
族
、
貴
紳
の
た
め
に
墓
誌
銘
、
神
道
碑
を
よ
く
か
い
た
臼
こ
と
に
近
年
発
見
さ
れ
た
壁
耐
墳
の
あ
る
も
の
に
、

か
れ
の
か
い
た
諜
誌
銘
が
必
ず
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
は
さ
き
に
の
べ
た
と
を
り
で
あ
る
。

い
ま
だ
墓
誌
の
詳
細
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、
『
全
唐
文
」
な
ど
に
か
れ
の
か
い
た
誌
銘
が
の
こ
さ
れ
て
い
て
、

倍
景
雲
元
年
（
七
一

O
年
）
万
泉
県
主
辞
氏
墓

こ
れ
と
く
ら
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

戚
陽
県
張
湾
第
四
号
墓
、

一
九
五
三
年
発
見
。
張
説
の
か
い
た
「
延
州
豆
慮
使
君
万
泉
県
主
辞
民
神
道
碑
」
は
「
全
唐
文
』
二
一
九
な
ど

み
に
え
る
。

開
7G 
十
七
年

七

九

捕j、！？
盆2)

西
安
市
、
高
、

一
九
五
四
年
発
見
む

出
掛
州
は
高
力
士
の
実
父
。

張
説
の
か
い
た
「
贈
広
州
大
都
持
出
府
君
神
道
仰

二
機
福
二
号
謀
、

銘
」
は
『
全
唐
文
』
－
K
O
な
ど
に
み
え
る
υ

張
説
は
高
力
土
一
家
と
し
た
し
く
、
開
元
十
二
年
残
し
た
高
力
士
の
養
父
高
延
福
の
た
め
に
も
、
墓
誌
を
か
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
唐
故
高

こ
の
碑
は
乾
隆
六
年
（
辛
丑
）
五
月
、
畢
院
が
険
西
省
で
得
た
と
い
う
。
こ
の
中
に

内
侍
酔
」
と
し
て
『
全
唐
文
』
三
百
五
な
ど
に
み
え
る
。

開
元
十
二
年
終
於
来
庭
型
。
明
年
五
月
於
長
楽
原
、
継
子
力
士
表
嬬
慕
而
・
・
・
・
（
『
全
唐
文
』
三
百
五
）

と
み
加
え
る
。
長
楽
原
の
名
は
「
出
探
州
謀
誌
銘
」
に

開
元
十
七
年
五
月
二
十
二
日
兇
西
京
来
陸
里
。
八
月
二
十
二
日
υ

安
府
於
長
楽
原
之
新
城
（
『
全
崩
文
』
三
百
五
）

と
み
え
る
。
西
安
市
東
部
で
は
、
出
播
州
、
高
元
珪
と
い
う
高
力
士
の
父
や
兄
の
基
が
出
て
お
り
、
お
そ
ら
く
賠
代
に
い
う
長
楽
原
に
高
民
一

族
の
墓
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
ゐ
る
。
張
九
齢
は
張
説
ほ
ど
の
接
触
は
た
色
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宰
相
に
な
っ
て
か
ら
は
、
好
む
と
好
ま

ぬ
に
か
か
は
ら
ず
、
接
触
が
あ
っ
た
。
開
元
二
十
四
年
夏
に
は
玄
宗
は
大
将
軍
高
力
士
を
し
て
宰
白
張
九
齢
に
白
羽
一
尉
を
賜
う
た
こ
と
が
あ
っ



高

延

福
（
養
父
）

寸
IJ》
J
J
ノ一一

呂
玄
刷
｜
｜
呂
氏

高

士－－－－－－－－－・・・・・・・・・高

克

従

日力士の家系（太字は

；墳訴または恭誌の発見

されたもの）

省

港

州

変

氏

「トん

元

斑

,c 

珪

た
。
九
齢
は
「
白
羽
扇
賦
」
を
つ
く
っ
て
こ
た
え
て
い
る
。
張
説
、
張
九
附
の
同
時
代
の
人
の
向
民
一
放
の
来
が
前
章
に
の
べ
た
よ
う
に
皆
川
川

墓
で
あ
る
の
は
当
時
長
安
の
王
侯
貴
族
の
墓
の
一
般
的
風
潮
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

張
説
の
い
き
す
ぎ
に
つ
い
て
は
、
張
九
齢
は
い
っ
ち
な
だ
め
役
の
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
張
説
の
下
野
後
は
地
万
官
と
し
て
却
を
は
な
れ
た

が
彼
の
死
後
は
か
ら
ず
も
長
安
に
戻
り
、
張
説
の
き
り
聞
い
た
道
を
お
そ
っ
た
強
九
齢
は
、
張
説
お
よ
び
そ
の
夫
人
元
民
の
た
め
墓
誌
銘
を
か

い
て
い
る
。
そ
の
墓
誌
銘
は
『
全
唐
文
』
や
『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
な
ど
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
銘
に
い
う
。

「
始
め
公
の
事
え
に
従
く
は
、
実
に
部
し
き
文
を
以
て
な
り
、
而
し
て
風
雅
の
み
ち
の
陵
え
衰
れ
ぬ
る
こ
と
、
己
に
数
百
年
な
り
け
れ
ば
、

時
に
吏
議
の
み
多
く
し
て
文
人
を
揖
け
落
と
し
、
離
虫
の
と
も
が
ら
を
庸
り
に
引
き
た
て
、
我
が
勝
気
を
氾
み
、
丘
明
4
0
恥
ず
る
有
り
と

い
え
る
が
ご
と
く
、
子
雲
は
為
さ
ず
と
い
え
る
わ
ざ
の
み
な
り
き
。
乃
は
宗
匠
の
作
る
所
は
王
も
明
・
6
尽
べ
て
必
る
こ
と
を
求
ま
だ
知
ら

ま
り
し
な
り
。
し
か
し
公
の
大
い
に
用
い
ら
る
る
に
及
ん
で
、
後
来
の
ひ
と
を
激
し
昂
む
」

後
来
の
ひ
と
を
激
し
昂
む
と
あ
る
が
張
九
齢
、
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
を
千
秋
節
と
よ
び
、
群
臣
庶
民
に
．

宴
醜
を
た
ま
い
、
君
臣
と
も
に
歓
楽
を
つ
く
す
ζ
と
に
し
た
。
張
説
の
か
い
た
「
詩
人
月
五
日
為
千
秋
節
表
」
（
張
説
之
文
集
山
崎
）
に
よ
る
と

千
秋
節
と
金
鏡

開
元
十
七
年
八
月
五
日
左
恭
相
張
説
な
ら
び
に
右
ま
相
宋
環
の
上
表
に
よ
り
、

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

七
4二



唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

七
八

「
是
の
日
を
以
て
甘
露
醇
酎
を
献
じ
、
万
歳
寿
酒
を
上
り
、
王
公
貴
戚
は
金
鏡
緩
帯
を
進
め
、
士
庶
は
結
綿
承
露
を
嚢
も
っ
て
、
互
い
に

お
く
り
、
村
社
で
は
寿
酒
を
つ
く
っ
て
宴
楽
す
る
。
」

と
い
っ
て
い
る
。
翌
開
元
十
八
年
の
八
月
五
日
に
は
玄
宗
は
興
慶
宮
の
花
蔓
棲
に
臨
御
し
た
。
千
秋
節
の
た
め
百
官
は
賀
を
献
じ
、
上
は
四
品

以
上
の
官
に
は
金
鏡
、
珠
嚢
、
鎌
綜
を
た
ま
わ
っ
こ
旧
唐
書

T
玄
宗
本
紀

こ
の
金
鏡
は
い
う
ま
で
も
な
く
今
日
い
う
唐
鏡
で
あ
る
。
「
張
説
之
文
集
」
に
は
千
秋
節
の
鏡
に
つ
い
て
左
の
二
首
の
詩
を
の
せ
る
。

宝
鏡
頒
神
節

奉
和
賜
王
公
千
秋
鏡
宝
鏡
、
神
節
に
頒
ら

凝
規
字
聖
情

千
秋
題
作
字

長
綬
帯
為
名

月
向
天
辺
下

花
従
白
裏
生

不
承
懸
象
意

応
制

千・凝
秋・規
題・し
して
て聖
宇・情
をを
作・字
しす

長
綬
帯
び
て
名
を
為
す

月
は
天
辺
に
向
っ
て
下
り

花
は
白
裏
従
り
生
ず

誰
排
照
心
明
誰
か
照
心
明
ら
か
な
る
を
排
ぜ
ん

懸
象
の
意
を
承
け
忘
れ
ば

鋳
得
千
秋
鏡

光
生
百
錬
金

分
将
賜
群
居

鋳
し
得
た
り
千
秋
鏡

光
り
生
ず
百
錬
の
金

分
ち
て
将
っ
て
群
后
に
賜
い



遇
象
見
清
心

義
上
水
華
激

窓
中
月
影
臨

更
御
長
綬
帯

留
意
感
人
深

象
に
遇
え
ば
清
心
を
見
る

護
上
の
水
、
き
よ
く

窓
中
の
月
影
臨
hu

更
に
長
綬
の
帯
を
御
し

留
意
し
て
人
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
深
し

千
秋
節
に
王
公
に
賜
わ
る
鏡
は
千
秋
鏡
と
よ
ば
れ
た
。

「
千
秋
、
題
し
て
字
吾
作
し
、
長
綬
お
ぴ
て
名
を
為
す
」
と
い
う
。

一
九
五
五
年
一
月
、
西
安
市
東
郊
郭
家
灘
第
六
五
号
唐
墓
か
ら
入
花
盤
龍
鏡
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
径
二
六
・
一
セ
ン
チ
。
内
匝
は
雲
文
ぞ

あ
し
ら
っ
た
堂
々
た
る
龍
が
あ
り
、
外
直
は
雲
文
、
花
弁
の
中
に
方
格
を
い
れ
、
そ
の
中
に
「
千
」

「
秋
」
の
二
字
を
配
し
て
対
照
せ
し
め
て

（第
7
図
）
こ
れ
は
唐
代
す
で
に
盤
龍
鏡
と
よ
ば
れ
た

い
る
。
こ
の
鏡
は
現
在
西
安
の
険
西
省
博
物
館
に
あ
り
、
私
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

も
の
で
、
太
平
広
記
芳
一
一
一
に
ひ
く
李
守
泰
の
「
異
聞
録
」
に

唐
天
宝
三
載
五
月
十
五
日
、
揚
州
進
水
心
鏡
一
市
。
縦
横
九
寸
。
青
壁
耀
目
。
背
有
盤
龍
。
長
三
尺
四
寸
五
分
。
勢
如
生
動
。

と
み
え
、
関
元
二
十
八
年
現
し
た
孟
浩
然
の
「
同
張
明
府
清
鏡
嘆
」
に

妾
有
盤
龍
鏡
。
清
光
常
尽
発
。
自
従
生
塵
挨
。

．．
 

と
み
え
る
も
の
に
あ
た
る
。

自
居
易
の
詩
に

百
錬
鏡

鈴
範
非
常
軌

百
錬
の
鏡6)

錯
範
は
常
規
に
非
ず

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

七
九



日
辰
処
所
霊
且
奇

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
落
誌
銘
（
岡
崎
）

日
辰
と
処
所
は
霊
且
つ
奇
な
り

F, 。

江
心
波
上
舟
中
鋳
江
心
波
上
舟
中
に
鋳
る

五
月
五
日
日
午
時

理
粉
金
膏
磨
壁
己

五
月
五
日
、
日
午
の
時

理
粉
金
膏
も
て
磨
壁
し
己
わ
り

佑
為
一
片
秋
揮
水
佑
し
て
一
片
、
秋
揮
の
水
と
為
る

鏡
成
っ
て
将
に
逢
莱
宮
に
献
ぜ
ん
と
し

鏡
成
将
献
逢
莱
宮

揚
州
長
史
手
自
封

人
間
臣
妾
不
合
照

背
有
九
五
飛
天
龍

人
人
呼
為
天
子
鏡

（
下
略
）

揚
州
の
長
史
、
手
白
か
ら
封
ず

人
聞
の
臣
妾
、
照
ら
す
合
か
ら
ず

背
に
九
五
飛
天
の
龍
有
り

人
人
呼
ん
で
天
子
の
鏡
と
為
す

と
あ
り
、
盤
龍
鏡
は
開
元
、
天
宝
代
に
盛
行
、
し
か
も
揚
州
よ
り
都
に
お
く
ら
れ
た
も
の
で
、

「
天
子
の
鏡
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

盤
龍
鏡
は
わ
が
正
倉
院
に
も
あ
り
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。

く
、
鏡
面
に
盤
龍
と
雲
文
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
千
秋
雄
龍
鏡
は
、
こ
れ
よ
り
一
歩
と
と
の
っ
た
形
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る

張
九
齢
基
出
土
の
も
の
は
、

内
外
慌
の
区
別
が
な

「
千
」
「
秋
」
の
銘
を
有
す
る
唐
鏡
は
さ
ら
に
『
故
宮
銅
器
図
銑
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は

『
同
書
』
の
図
下
伍
弐
玖
に
の
せ
る

（第
8
図
）
文
様
よ
り
い
う
と
瑞
花
隻
鳳
八
花
鏡
（
『
図
録
』
に
い
う
隻
驚
瑞
文

も
の
（
T
・
五
八
｜
三
九
）
で
千
秋
鏡
と
よ
ば
れ
て
い
る
。



八
花
鏡
）
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
径
二
二
・
九
セ
ン
チ
。
外
区
は
飛
鳥
と
綜
勝
文
を
あ
ら
わ
し
、
内
区
に
は
左
右
に
二
匹
の
鳳
嵐
（
驚
）

と
、
上
下
に
牡
丹
と
お
も
わ
れ
る
花
文
を
あ
は
す
。
外
区
の
探
勝
文
の
中
に
あ
る
方
格
菱
形
文
は
前
の
盤
龍
鏡
と
同
様
で
、
主
文
こ
そ
ち
が
う

が
両
者
の
形
式
は
、
き
わ
め
て
ち
か
い
も
の
が
あ
る
。
た
だ
「
千
」

「
秋
」
の
ニ
字
は
内
区
の
花
文
の
下
の
万
格
の
中
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
の

種
の
壁
掛
周
瑞
文
八
花
鏡
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
「
千
」
「
秋
」
の
鏡
は
前
者
の
盤
龍
鏡
と
全
く
軌
を
一
に
し
、
ほ
ぽ
同
一
時
代
の
も

の
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

さ
て
天
宝
二
年
（
七
四
三
年
）
八
月
一
日
、
刑
部
尚
書
ヂ
粛
妬
、
お
よ
び
百
寮
の
請
に
よ
っ
て
、
千
秋
節
を
天
長
節
と
改
め
た
。
い
ま
唐
千

秋
鏡
の
千
秋
鏡
を
、
千
秋
節
の
千
秋
と
す
れ
ば
、

そ
の
製
作
年
代
を
開
元
十
七
年
（
七
二
九
年
）
よ
り
天
宝
二
年
（
七
四
三
年
）
の
聞
に
限
定

で
き
る
乙
と
に
な
る
の
で
み
の
る
。

張
説
の
献
議
に
よ
る
千
秋
節
は
年
々
盛
観
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ
の
日
の
宴
楽
に
つ
い
て
は
原
因
淑
人
博
士
の
考
払
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
く

り
か
え
さ
な
い
。
ま
た
金
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
物
品
の
供
献
お
よ
び
賜
与
も
、
見
栄
に
比
べ
て
決
し
て
負
担
は
軽
く
な
か
っ
た
。

中
書
令
に
あ
っ
た
張
九
齢
は
開
元
二
十
四
年
八
月
、
こ
の
千
秋
節
の
行
事
に
つ
い
て
、
批
判
を
加
え
、
百
官
は
多
く
珍
異
金
鏡
を
献
ず
る
の

に
対
し
、
か
れ
は
千
秋
節
金
鏡
録
五
巻
を
た
て
ま
つ
っ
て
、
玄
宗
に
鏡
は
形
の
み
な
ら
ず
、
心
に
鑑
す
べ
き
を
い
さ
め
た
。
こ
の
要
旨
は
「
進

千
秋
節
金
鏡
録
表
」
金
唐
文
法
に
わ
ず
か
に
っ
た
わ
っ
て
い
る
。
原
田
博
か
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
の
べ
て
い
る
3

「
千
秋
節
の
宴
楽
は
唐
朝
極
盛
時
代
の
最
盛
の
行
事
で
あ
っ
て
、
君
臣
の
荒
楽
は
な
は
だ
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
中
書
令
張
九
齢
が
金
鏡

献
上
の
か
わ
り
に
千
秋
金
鏡
録
五
巻
を
撰
し
て
之
を
上
り
、
前
世
の
興
廃
を
述
べ
て
玄
宗
を
調
諌
し
た
の
に
頗
る
機
宜
に
適
し
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
」

張
九
齢
の
墓
か
ら
出
た
鏡
は
や
は
り
盤
龍
鏡
の
破
片
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
は
玄
宗
が
た
ま
わ
っ
た
も
の
か
、
ま
た
荊
州
時
代
の
詩
に
あ
ら

わ
れ
る
鏡
を
て
ら
し
て
白
髪
を
み
た
そ
の
鏡
で
あ
っ
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

唐
、
張
九
齢
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
）

八



唐
、
張
九
齢
の
墳
纂
と
そ
の
墓
誌
銘
（
岡
崎
〉

註

1
、
賀
梓
城
「
唐
墓
墜
商
」
（
前
掲
）

2
、
同
右

3
、
畢
玩
『
務
州
金
石
記
』

4
、
吉
川
幸
次
郎
「
張
説
の
伝
記
と
そ
の
文
学
」
（
前
掲
）

5
、
侠
西
省
文
物
管
理
委
員
会
『
峡
西
省
出
土
銀
鏡
』
一
四
六
の
雲
龍
鏡

6
、
高
木
正
一
注
『
白
居
易
』
上
（
『
中
国
詩
人
全
集
』
ロ
）
一
一
三
頁
の

訳
に
よ
る
。

7
、
『
正
倉
院
図
録
』
ニ

8
、
正
倉
院
に
は
盤
龍
鏡
の
文
様
を
か
い
た
原
図
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
と
づ

い
て
鋳
出
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
楊
州
の
鋳
工
と
の
関
係
は
左
の
好
論

．』－
J、
お

わ

り

に

i¥ 

文
が
あ
る
。
斎
蔵
孝
「
奈
良
時
代
唐
風
文
物
生
産
者
の
一
背
景
上
、
下
」

（
『
史
逃
と
美
術
』
三
一

l
三
・
四
）

9
、
梅
原
末
治
『
唐
鏡
大
観
』
に
は
盤
龍
鏡
を
数
例
あ
げ
て
い
る
。

印
、
国
立
中
央
博
物
院
聯
合
管
理
処
編
輯
『
故
宮
銅
器
図
録
』
図
下
伍
弐

玖
、
千
秋
鏡
、
こ
の
鏡
は
『
西
清
続
鑑
』
乙
編
巻
二
十
に
著
録
さ
れ
て

い
る
。

日
、
わ
が
奈
良
市
興
福
寺
金
堂
須
弥
壇
よ
り
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
瑞
花
双
鳳

八
花
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
外
区
が
な
い
。
奈
良
国
立
博
物
館

監
修
『
天
平
の
地
宝
』
問
、
一
九
六
一
年

ロ
原
田
淑
人
三
寸
秋
節
宴
楽
考
」
（
『
東
亜
古
文
化
研
究
』
所
収
〉

日
、
前
掲
論
文
＝
二
頁

発
見
さ
れ
た
張
九
齢
の
墳
墓
は
、

そ
の
構
造
に
お
い
で
も
、
壁
画
に
お
い
て
も
、

近
年
長
安
で
発
見
さ
れ
た
盛
唐
墓
と
共
通
の
特
長
が
あ

る
。
決
し
て
長
安
の
も
の
に
遜
色
あ
り
と
は
い
え
な
い
。
出
土
品
で
や
や
貧
弱
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
は
、
三
彩
や
明
器
泥
象
な
ど
を
欠
ぐ
た
め

賜
品
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
埋
葬
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、

で
あ
ろ
う
。
盗
掘
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
優
秀
な
も
の
が
す
べ
て
が
も
ち
去
ら
れ
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
長
安
に
あ
っ
て
明
器
犯
象
は
一
種
の
下

嗣
子
盤
の
懸
命
の
努
力

つ
い
に
こ
れ
ら
は
副
葬
さ
れ
ず
に
終
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
、
徐
安
貞
に
墓
誌
銘
を
か
い
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
宰
相
李
林
甫
の
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
時
代
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
が
で

き
た
か
ど
う
か
。
伊
東
忠
太
博
士
は
石
獣
二
を
み
た
こ
と
を
し
る
さ
れ
て
ド
る
。
ぃ
『
唐
六
典
』
四
に
よ
る
と
「
三
品
己
上
六
を
用
い
、
五
品
己

上
回
」
を
用
う
と
み
え
る
。
碑
は
か
れ
の
死
後
数
十
年
た
っ
て
、
長
慶
三
年
に
た
て
ら
れ
た
の
で
、
石
獣
も
あ
る
い
は
、
こ
の
時
の
も
の
か
も



知
れ
な
い
。

彼
の
死
後
、
申
書
令
は
李
林
甫
よ
り
楊
国
忠
に
う
つ
り
、
や
が
て
安
民
の
乱
に
突
入
す
る
。
長
安
は
戦
乱
の
巷
と
な
り
、
玄
宗
は
磁
の
地
に

蒙
塵
す
る
。
張
九
齢
の
晩
年
は
決
し
て
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
王
維
や
孟
浩
然
を
友
と
し
、
安
民
の
乱
の
前
に
静
か
に
死
ん
で

い
っ
た
の
は
大
き
な
幸
福
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
九
五
七
年
の
初
夏
五
月
、
ゆ
く
り
な
く
も
西
安
を
お
と
ず
れ
る
こ
と
の
で
き
た
私
ど
も
は
、
そ
の
後
、
格
陽
を
へ
て
鄭
州
よ
り
南
下
、
武

漢
で
長
江
を
わ
た
り
、
湘
江
eq
－
－
さ
か
の
ぼ
っ
て
長
沙
に
つ
い
た
。
朝
ま
だ
く
長
沙
を
た
て
ば
、
夕
刻
は
張
九
齢
の
故
郷
留
闘
に
つ
く
。
み
わ
た

す
か
ぎ
り
か
わ
い
た
華
北
の
大
平
原
に
く
ら
べ
る
と
、
こ
の
あ
た
り
は
緑
も
多
く
、
北
江
も
武
水
と
禎
水
を
あ
つ
め
て
川
舟
を
う
か
べ
、
の
ど

い
ま
そ
の
墓
の
紹
介
と
考
証
を
か
き
つ
づ
け
な
が
ら
西
安
の

か
に
く
だ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
は
か
ら
ず
も
張
九
齢
の
墓
が
発
見
さ
れ
た
が
、
（
一
九
六
二
年
八
月
稿
）

街
な
み
と
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第1図 広東省韻関市壁両基発見の唐 ・張九齢の墓誌



第2図張九！齢基羨道左壁の壁阿（模写）

第3図（左）張九齢基出土の盤龍鏡

第4図（右）同墓出土の陶製風字呪
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第7図 「千秋」盤龍八花鏡快西省西安市郭家灘唐墓発見

第8図 「千秋」嬰鷲I稿文八花鏡 『故宮銅器図録』
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Chang-Chiu-Ling's (~:fLtlifi) Tomb in the Time 

of Tang (Ji!!) and its Epitaph. 
--Mural Painting Tomb at the Suburbs of Shao-Kuan 

City (iBOOm) in Kuang-Tung Province ($]1!~)--

Takashi OKAZAKI 

In the winter of 1958, it was Chang-chiu-ling's tomb that was 

discovered at the north-west of Shao-kuan city (Kuang-tung provin-
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ce). He was a prime minister in the reign of Yiian-tsung (1r*) of 

Tang. This tomb was made of brick and consisted of a main cham­

ber, a corridor and two small rooms. The main chamber is square 

(its length is 4, 8 metter) and its top is vaulted. There is a coffin­

stand in the center of it and is an epitaph in the front. 

The wall from the main the chamber to the corridor was covered 

of mortar (I centi-meter thick). The mural was painted in Chinese 

ink on this wall and red or green in places. Although most of 

painting was off, but still there were the portrait of maids and the 

picture of blue-dragons. 

The excavated remains were green-glazed potteries, a ceramic 

ink-slab and fragments of mirror of coinling dragon. 

In recent years, mural painting tombs of the blood royal and 

nobles in the time of Tang have been excavated in Hsi-an (lfil:li:), 

the capital of Tang, and in the suburbs of Tai-ylian (:;t.:~), another 

capital of Tang. For example, in the suburbs of Hsi-an, Li-shuang's 

C$~) tomb (buried in 668), Wei-tung's (:Ij!:im]) (in 708) and that of 

a relative of Kao-li-shih (felJJJ±) are important. At Ti-chang-wan 

(lre5N~) in Hsien-yang (Jf:ilG!l};)), Hsieh-shih's Clillx.) tomb was found 

-- She was the princess of Wan-chiian district (Jjjflj':) -- . Rec­

ently in Chien district (JiizW!s), the mural painting tomb of Yang­

tai-kung-chu (princess) (:,k~:0.:l:.) was excavated. 

When one comes to think of these epitaphes, these are almost 

tombs of princes, princesses or nobles. It seems that this manner of 

burial difused in them. 

Chang-chiu-ling had come from Shao-kuan m Kuang-tung 

province, and became Chin-hish (~±) in 706-707, and began the 

life as a bureaucrat in Chang-an(~:ti;). In the reign of Ylian-tsung, 

he was appointed as the prime minister--Chung-chu-ling (r:pif#) 
--. In 736, he was made to resign from the post by Li-lin-fu C$ 

i'*m). In the following year, he became Chang-shih ( ~!ii:.) in 

Ching-chou Otu1'f'I), and he was dead at Shao-kuan in 740. The 

form and mural painting of his tomb is same as that in the suburbs 
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of Hsi-an. Probably it means that it was suitable to the post during 

his lifetime. 




